
都市計画道路上原願万地線橋梁の名称

「願橋」に決定しました！

「中村憲吉記念文芸館」2月25日オープン！

新斎場建設の今 Vol.９

新斎場「悠久の森」4月1日供用開始予定連 載

PICK UP ②

PICK UP ①

第 2 回みわ凧あげ大会（三和総合運動公園）

「人と人」、「地域と人」を結ぶ 情報誌
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1
月
22
日
（
日
）、
三
和
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
、
三

和
町
自
治
連
合
会
の
主
催
に
よ
り
、「
第
2
回
み
わ
凧た

こ
あ
げ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
、
昨
年
を
上
回
る
24
組
の
手
作
り
だ
こ
で
の
参
加

が
あ
り
、「
大
だ
こ
」「
や
っ
こ
だ
こ
」「
連
だ
こ
」
な
ど
、
一
般

参
加
を
含
む
約
50
の
色
と
り
ど
り
の
「
た
こ
」
が
、
天
高
く
舞
い

上
が
り
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
敷
名
上
自
治
会
の
連
だ
こ
（
約
１
３
０
枚
、
全
長
約

３
０
０
ｍ
）
で
、「
龍
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
冬
の
青
空
を
か

け
昇
り
ま
し
た
。

第
2
回
み
わ
凧
あ
げ
大
会
（
三
和
総
合
運
動
公
園
）
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三
次
市
布
野
町
出
身
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
歌

人　
中な

か

村む
ら

憲け
ん

吉き
ち

を
顕
彰
し
、
詩
歌
等
文
学

の
学
習
拠
点
と
す
る
た
め
整
備
を
進
め
て

き
た「
中
村
憲
吉
記
念
文
芸
館
」
が
完
成

し
、２
月
25
日（
土
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、「
中
村
憲
吉
生
家
」を
補

修
す
る
と
と
も
に
、「
布
野
図
書
館
」を
隣

地
に
移
転
新
築
、
あ
わ
せ
て「
学
習
室
」

を
併
設
す
る
な
ど
一
体
的
に
整
備
し
た
も

の
で
す
。「
生
家
」
一
部
に
は
展
示
室
を

設
け
、
憲
吉
の
遺
品
や
ゆ
か
り
の
あ
る
著

名
人
の
書
簡
な
ど
を
展
示
し
、
憲
吉
の
人

と
な
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
布
野
図
書
館
」
で
は
、
広
々
と
し
た

ス
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
と
本
探
し
や
読
書

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、

「
学
習
室
」
は
幅
広
く
利
用
で
き
、
よ
り

深
く
文
学
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
中
村
憲
吉
記
念
文
芸
館
」
を
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
中
村
憲
吉
記
念
文
芸
館
落
成
式
」

●
と　
き　
２
月
25
日（
土
）10
時
～

●
と
こ
ろ　
中
村
憲
吉
記
念
文
芸
館

�

（
布
野
町
上
布
野
１
４
７
５

－

３
）

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
９
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

　

shakai@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

1

地
産
地
消 

み
よ
し
物
語 V

ol.35

　

Cafe &
 R

estaurant Canoe

図書館学習室
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今
月
の
表
紙

「
中
村
憲
吉
記
念
文
芸
館
」

２
月
25
日
オ
ー
プ
ン
！



　
都
市
計
画
道
路
上
原
願
万
地
線
橋
梁

に
つ
い
て
、
漢
字
一
文
字
の
名
称
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

６
６
６
件
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路
上
原
願
万
地
線
橋
梁

名
称
選
考
委
員
会
の
選
考
の
結
果
、

・
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
数
が
多

い
。

・
橋
へ
の
期
待
や
ま
ち
の
将
来
へ
の
思

い
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
橋
へ
の

気
持
ち
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。

・「
願
万
地
」の
地
名
か
ら
、
地
域
ら
し

さ
を
表
現
し
て
い
る
。

・
橋
名
と
あ
い
ま
っ
て
、
様
々
な
魅
力

を
発
す
る
橋
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

・
わ
か
り
や
す
さ
、
親
し
み
や
す
さ
が

十
分
に
あ
る
。

な
ど
の
理
由
か
ら「
願
橋（
ね
が
い
ば

し
）」に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
願
橋
」は
、
一
級
河
川
馬
洗
川
を
ま

た
ぎ
、
十
日
市
上
原
地
区
と
三
次
町
願

万
地
地
区
を
結
ぶ
長
さ
１
８
１ｍ
の
橋

梁
で
、
平
成
24
年
８
月
の
完
成
を
め
ざ

し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
橋
梁
の
完
成
に
よ
り
、
中
心
市

街
地
と
の
ア
ク
セ
ス
が
強
化
さ
れ
、
南

北
市
街
地
の
一
体
性
や
、
今
後
予
想
さ

れ
る
中
国
横
断
道
尾
道
松
江
線
三
次

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
完
成
に
伴
う
交
通
量
の
増
大
に

も
対
処
で
き
、
ま
た
、
新
た
な
賑
わ

い
の
創
出
や
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展

に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
大
変
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
名
称
と
と
も
に
、
こ
の
橋
梁

が
末
永
く
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

応募の多かった名称の上位５位
順位 応募名称 読　み 件数

1 願　橋 ねがいばし 117

2 絆　橋 きずなばし 91

3 桜　橋 さくらばし 51

4 栄　橋 さかえばし 43

5 望　橋 のぞみばし 25

問い合わせ先 
　建設部都市整備課都市整備係
 ☎（0824）62-6160　 （0824）62-6166
　 toshi@city.miyoshi.hiroshima.jp

位　　置 十日市東（上原地区）～
三次町（願万地地区）

橋　　長 181ｍ
橋　　種 PC２径間連続エクストラドーズド橋
幅　　員 車道７ｍ　歩道４ｍ
車 線 数 ２車線
工事着手 平成21年６月
工事完成 平成24年８月（予定）

祝橋
（いわい）

寿橋
（ことぶき）

巴橋
（ともえ）

三次市役所

JR 三次駅

上
原
願
万
地
線

旭橋
（あさひ）

願橋
（ねがい）

3
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「
願ね

が
い

橋ば
し

」に
決
定
し
ま
し
た
！

都
市
計
画
道
路

上
原
願
万
地
線
橋
梁
の
名
称

2

願橋完成イメージパース



新斎場（正式名称：「三次市斎場」）の愛称が決まりました！

　皆さんからご応募をいただいた新斎場の愛称について、新三次市斎場建設検討委員会での
検討結果を踏まえ、「悠久の森（ゆうきゅうのもり）」に決定しました。

（１月20日現在）

◆ユニット制の採用！
　・お別れから火葬、待合、収骨まで１組の葬家が各室を占用して使用でき、心おきなくお別
れができます。（その日の件数によっては、ふくそうする場合があります。）

◆インターネット等を通じ、24時間、空き状況の確認や予約が可能に！
　・予約システムを採用し、事前に登録した葬祭事業者を介し、インターネット等を通じて空
き状況の確認や予約が可能となり、利便性が向上します。個人の方は、これまでどおり、
市役所本庁または各支所で受け付けます。

◆環境に配慮した最新の設備を採用！
　・�ソーラー式外灯、地中熱空調、LED照明、雨水利用など新・省エネ設備を採用。また、
ダイオキシン類、ばいじん等公害物質に対する無公害化設備を導入しました。

◆待合時間をゆっくりと過ごせるよう工夫と配慮！
　・待合時間には、持ち込みによる食事ができるよう十分な広さと設備を確保しました。
　・多目的ルームには、売店を設置し、安らぎと利便性を確保しました。
　・乳幼児の来館に配慮し、授乳室やキッズルームを設置しました。
　・庭園、外構には、桜をはじめ、四季折々の花木や草花、石組み、水景などで四季豊かな三
次の原風景を表現し、場内をゆっくり散策できます。

新斎場はこのようになります！

問い合わせ先　総合窓口センター環境政策課環境政策係
 ☎（0824）62-6136　 （0824）62-6397　 kankyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

今新斎場建設の Vol.9

　多くの方々のご協力により、施設はほぼ完
成し、あとは植栽や駐車場、進入路の舗装を
残すのみとなり、予定どおり４月１日（日）
から業務を開始します。これに伴い、君田お
よび甲奴斎場を除く６斎場（三次・布野・作
木・吉舎・三良坂・三和）は、３月 31日（土）
で業務を終了し、廃止となります。

新斎場
4月1日(日)

供用開始予定「悠
ゆ う

久
きゅう

の森
も り

」
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整
備
を
行
い
、基
本
理
念
に
基
づ
い
て
、

利
用
頻
度
の
高
い
窓
口
を
低
層
階
に
集

中
配
置
す
る
な
ど
、
来
庁
者
に
利
用
し

や
す
い
庁
舎
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
・
災
害
復
興
の
拠
点
機

能
、
市
民
交
流
機
能
な
ど
に
も
十
分
に

配
慮
し
ま
す
。

庁
舎
の
規
模
と
配
置
は
？

　
新
庁
舎
の
規
模
は
、
延
床
面
積
を
約

６
，０
０
０
㎡
と
し
、
東
館（
延
床
面

積
２
，５
１
５
㎡
）
と
合
わ
せ
た
庁
舎

全
体
の
延
床
面
積
を
８
，５
１
５
㎡
と

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
来
庁
者
用
駐
車
場
は
、
地
権
者
の
皆

さ
ん
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

周
辺
用
地
の
確
保
に
努
め
、
１
５
０
台

新
庁
舎
の
４
つ
の
基
本
理
念

○�

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

○�

市
民
生
活
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

（
安
全
網
）と
し
て
の
役
割

○
市
民
協
働
の
推
進

○
市
民
に
親
し
ま
れ
る
建
物

新
庁
舎
の
建
設
場
所
は
？

　
東
館
を
引
き
続
き
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
来
庁
者
の
利
便
性
が

高
い
中
心
市
街
地
に
位
置
す
る「
現
在

地
」
を
建
設
用
地
と
し
、
本
館
を
建
て

替
え
て
新
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

庁
舎
の
機
能
は
？

　
新
庁
舎
の
建
設
に
あ
わ
せ
て
東
館
の

　
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
の
基
本
理
念
、
基
本
方
針
、
新
庁
舎
の
規
模
な
ど
の
基
本

的
事
項
を
ま
と
め
た「
三
次
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
市
議
会
、
三
次
市
新
庁
舎
建
設
事
業
市
民
懇
話
会
か
ら
の
ご
提
言

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）な
ど
で
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
こ
の
計
画
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
※�「
三
次
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」の
全
文
と
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
の
結
果
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

　
庁
舎
の
配
置
は
、
来
庁
者
が
わ
か
り

や
す
く
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ

う
、
東
館
と
接
続
し
た
配
置
と
し
、
具

体
的
な
部
署
の
配
置
は
、
今
後
の
行
政

ニ
ー
ズ
や
組
織
・
機
構
の
改
編
等
を
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
本
庁
舎
配
置
イ
メ
ー
ジ
図
】

事
業
費
は
？

　

概
算
事
業
費
を
約
24
億
円
と
見
込

み
、
有
利
な
財
源
で
あ
る「
合
併
特
例

債
」
の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
設
計
等
に
お
い
て
費
用
対
効
果

を
十
分
に
検
討
し
た
う
え
で
、
真
に
必

要
な
機
能
・
施
設
の
整
備
と
す
る
よ
う

に
、
詳
細
な
事
業
費
を
精
査
し
て
い
き

ま
す
。

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

　

現
行
制
度
上
で「
合
併
特
例
債
」
の

活
用
が
可
能
な
平
成
26
年
度
末
ま
で
の

事
業
完
了
を
め
ざ
し
ま
す
。

【主なスケジュール】
年　度 内　容

平成23年度 基本計画、基本設計

平成24年度 基本設計、実施設計、仮庁舎建設、
仮庁舎等へ移転、本館解体工事

平成25年度
建設工事

平成26年度

平成27年度 新庁舎での執務開始

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
部
総
務
課
行
政
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
３

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

soumu@city.miyoshi.hiroshima.jp

※ この図は、新庁舎の配置をイメージしたもので、確定したものではありません。

市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て

～
「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
～

東館
新庁舎

中央通り（国道375号）

第３回
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出
入
国
管
理
お
よ
び
難
民
認
定
法
な

ど
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
新
た
な
在
留

管
理
制
度
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
、
平
成

24
年
7
月
か
ら
特
別
永
住
者
の
制
度

が
変
わ
り
、「
外
国
人
登
録
証
明
書
」か

ら
、「
特
別
永
住
者
証
明
書
」に
切
り
換

え
ら
れ
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の「
外
国

人
登
録
証
明
書
」は
、
新
た
な
制
度
導

入
後
も
、
次
回
の
確
認（
切
替
）
申
請

開
始
日
で
あ
る
誕
生
日
ま
で
は
、「
特
別

永
住
者
証
明
書
」と
み
な
さ
れ
る
た
め
、

す
ぐ
に「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
に
換

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
1
月
13
日（
金
）
か
ら
、
希

望
さ
れ
る
方
に
は
、「
特
別
永
住
者
証
明

書
」
交
付
の
事
前
申
請
受
付
が
開
始
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
登
録
の
あ
る
市
町

村
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

特
別
永
住
者
以
外
の
方
は
、
地
方
入
国
管
理

局
で「
在
留
カ
ー
ド
」の
交
付
申
請
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
前
申
請
に
必
要
な
も
の

　
旅
券
、
外
国
人
登
録
証
明
書
お

よ
び
写
真
１
枚（
た
て
４
㎝
×
よ

こ
３㎝
）

※�

写
真
は
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

 

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
８

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
小
・
中
学
校
に
在
学（
入
学
）す
る
児

童
・
生
徒
が
、
家
庭
の
経
済
的
理
由
の

た
め
に
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
校
外
活
動

費
な
ど
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る「
就
学

援
助
制
度
」が
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
児
童
・
生
徒
の
在
学（
入

学
）す
る
学
校
、
ま
た
は
、
学
校
教
育

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
４

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

　

gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
市
で
は
、
三
次
圏
都
市
計
画
道
路
の

変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　
変
更
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
※
平
日
の
み

●
縦
覧
場
所

　
建
設
部
都
市
整
備
課

�

（
市
役
所
東
館
３
階
）

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
部
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
０

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

　

toshi@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

　
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の
人
権
擁
護

委
員
が
法
務
大
臣
か
ら
新
た
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

地

　域

名

　前

作　

木

髙た
か

川が
わ　

敬け
い

子こ

問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
法
務
局
三
次
支
局

　
☎
・
（
０
８
２
４
）６
２

－

５
０
７
０

経
済
的
理
由
で

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が

困
難
な
場
合
、
必
要
な
費

用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

特
別
永
住
者
の
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
す

三
次
圏
都
市
計
画
道
路
の

変
更
内
容
を
縦
覧
で
き
ま
す

問い合わせ先
　　　広島労働局賃金室 ☎（082）221-9244
　　　三次労働基準監督署 ☎（0824）62-2104

　改定されたのは、製鉄業等の８業種の最低賃金
です。
　適用される業種の詳細、除外される業種等、詳
しくはお問い合わせください。

特定（産業別）最低賃金が
改定されました

広島県特定（産業別）最低賃金が適用される業種 時間額
製鉄業、鋳物等製造業 827円

金属製品製造業 795円

はん用機械器具等製造業 801円

電子部品、電気機械器具等製造業 761円

自動車・同附属品製造業 784円

造船業 825円

各種商品小売業 770円

自動車小売業 780円

平成23年12月31日発効
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市
民
税
・
県
民
税（
住
民
税
）の
申
告
相
談
受
付
が
始
ま
り
ま
す

「
電
子
証
明
書
」の
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

申
告
相
談
受
付
日
程

�

２
月
16
日（
木
）
～
３
月
15
日（
木
）

　
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成

24
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
や
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
の
算
定
根
拠
に
な
り
ま

す
の
で
、
所
得
等
が
な
い
方
で
も
申
告

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
農
業
所
得
を
申

告
さ
れ
る
方
で
、
農
業
所
得
の
計
算
方

法
等
で
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
分（
平
成
23
年

分
）
所
得
の
申
告
か
ら
、
年
齢
16
歳
未

満
の
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控

　

所
得
税
等
の
電
子
申
告（
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
）
を
さ
れ
る
方
は
、「
電
子
証
明
書
」

が
記
録
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド（
住
基
カ
ー
ド
）が
必
要
で
す
。
こ
の

住
基
カ
ー
ド
に
は
、「
電
子
証
明
書
」と

呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
を
格
納
し
ま
す
の
で
、

電
子
申
告
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
住

基
カ
ー
ド
の
取
得
と
あ
わ
せ
て「
電
子

証
明
書
」の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、「
電
子
証
明
書
」の
有
効
期
限

は
３
年
間
で
す
の
で
、
平
成
21
年
２
・

３
月
に
こ
の
申
請
を
さ
れ
た
方
は
、
有

効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

除
の
廃
止
や
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用

下
限
額
の
引
き
下
げ（
５
，
０
０
０
円

→
２
，
０
０
０
円
）
な
ど
の
税
制
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※�「
申
告
相
談
受
付
日
程
表
」や「
農
業
所
得
収

支
計
算
月
別
集
計
表
」は
、「
広
報
み
よ
し
」1

月
号
と
あ
わ
せ
て
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
部
課
税
課
市
民
税
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－
６
１
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

　

kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
新
規
・
更
新
な
ど
の
申
請
を
さ
れ
る

方
は
、次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
、原
則
と
し
て
本
人
申
請
と
な
り
ま
す
。

○
新
規
申
請
の
場
合
…
免
許
証
、
印
鑑

○
更
新
申
請
の
場
合
…

�

住
基
カ
ー
ド
、
免
許
証

○
有
効
期
限
の
確
認
…
住
基
カ
ー
ド

○
電
子
証
明
書
の
料
金
…
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
８

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

　平成23年分の確定申告から、公的年金等の収入金額の合計額が400
万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円
以下である場合には、所得税の確定申告書の提出は不要となりました。 
・この場合であっても、所得税の還付を受けるための申告書を提出す

ることができます。 
・所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な
場合がありますので、詳しくは、三次市役所課税課にお尋ねください。

三次税務署からのお知らせ
公的年金等を受給されている方へ

申告会場は三次税務署です
【開 設 日】 ２月１日（水）～３月15日（木） （土日・祝日を除く）
【受付時間】 ８時30分～ 16時
駐車場には限りがあります。公共交通機関をご利用ください。
申告期限間近になると混雑します。早めの申告をお勧めします。

所得税・贈与税

消費税・地方消費税（個人事業者） ４月２日㈪
３月15日㈭

平成23年分の確定申告・納期限

所得税

消費税・地方消費税（個人事業者） ４月25日㈬
４月20日㈮

納税は便利な口座振替をご利用ください【振替日】

三次税務署（☎0824-62-2721）に電
話をおかけになり、音声ガイダンスに
従ってご希望の番号を選択してくださ
い。

国税に関する一般的なご相談は 
電話相談センターをご利用ください

申告と納税は期限内に！

詳しい情報は国税庁ホームページへ   で  検 索  　 www.nta.go.jp

税務署に出かけなくても e-Tax
最高4,000円の税額控除　国税庁ホームページから電子申告
添付書類の提出を省略　還付がスピーディー
所得税の確定申告期間中は24時間いつでも利用可能

はじめてみませんか？ネットで申告・納税
おうちで作成
ネットで申告と　　　　 があれば

電子証明書 ICカードリーダライタ

詳しくは
 で

検 索    　
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ご協力ありがとうございました
エコキャップ（ペットボトルキャップ）回収
２年間で88万4,000個
　市では、「みよし環境フェスタ2010」の開催に併せて、エコキャッ
プの回収を始めました。これまで３回に分けて、「ＮＰＯ法人エコ
キャップ推進協会（横浜市）」に届けています。平成23年12月22日
現在の回収総数は、88万4,000個。1,105人分のポリオワクチン（エ
コキャップ800個＝ポリオワクチン１人分）に活用されました。
　市民の皆さんをはじめ、市内小中学校、地区公衆衛生推進協議
会、企業・団体、自治会などの皆さん、ご協力ありがとうござい
ました。
　また、皆さんからのエコキャップは、東日本大震災の被災地へ
の義援金としても役立てられています。このほど、「ＮＰＯ法人エ
コキャップ推進協会」は、被災地（宮城県、岩手県、福島県、茨城
県）に、それぞれ1,000万円を寄付されました。
問い合わせ先　総合窓口センター環境政策課環境政策係
　　　　　　　☎（0824）62-6136　 （0824）62-6397
　　　　　　　 kankyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

三次中学校から届いたエコキャップ

◆ エコキャップは、環境政策
課・各支所で引き続き回収
します。

◆ 回収できるものは、飲料用
ペットボトルキャップのみ
です。

◆ キャップのシールは取り除
き、汚れを拭きとって出し
てください。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
７

　

kankyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
「
広
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」
は
、
毎
月

第
１
・
第
３
火
曜
日
に
、
三
次
市
で
の
犬
・
猫

の
定
時
定
点
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
20
日（
第
３
火
曜
日
）
は
祝
日
に
あ
た

る
た
め
、
３
月
19
日（
第
３
月
曜
日
）
に
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
・
会
場
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
３
月
の
犬
・
猫
の
定
時
定
点
引
取
日
】

●
と　

き　
�

３
月
６
日（
第
１
火
曜
日
）

３
月
19
日（
第
３
月
曜
日
）

※
３
月
20
日
か
ら
変
更

●
受
付
時
間
・
会
場

・
10
時
30
分
～　
市
役
所
本
庁

・
11
時
40
分
～　
三
良
坂
支
所

※�

犬
に
よ
る「
迷
惑
」を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
道
路
・
公
園
は
み

ん
な
の
も
の
で
す
。
散
歩
時
の
フ
ン
の
処
理
は
、
飼
い
主
が

責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
フ
ン
の
放
置
は
、「
三
次
市

ポ
イ
捨
て
等
禁
止
条
例
」に
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

※�

ノ
ラ
猫
・
ノ
ラ
犬
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
猫
は
室
内
で
、

犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※�

飼
い
犬
の
登
録
、
死
亡
届
は
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
７

　

kankyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
削
減
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
で「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
や「
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
等
」
を
設
置
さ
れ
る
際
に
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
補
助
金
交
付
要
綱
を
改
正

し
、
補
助
対
象
者
の
要
件
に
次
の
事
項
を
追
加

す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
内
容

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金

　
現
行
の「
補
助
対
象
者
」の
要
件
に
、「
市
内

に
本
店
若
し
く
は
営
業
所
を
設
置
し
て
い
る
法

人
、
ま
た
は
市
に
納
税
申
告
し
て
い
る
個
人
事

業
者
で
あ
っ
て
、
1
年
以
上
継
続
し
て
事
業
活

動
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
と
施
工
の
契
約
を
行

う
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
住
宅
の
新
築
ま

た
は
購
入
す
る
者
に
あ
っ
て
は
こ
の
限
り
で
な

い
。」を
追
加
。

■
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
補
助
金

　
現
行
の「
補
助
対
象
者
」の
要
件
に
、「
市
内

の
事
業
者
が
取
り
扱
う
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等

を
購
入
す
る
こ
と
。」を
追
加
。

※�

補
助
金
交
付
決
定
前
に
設
置
さ
れ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、

補
助
金
交
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

そ
の
他
の
要
件
、
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム・

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
設
置

に
お
け
る
補
助
対
象
者
の
要
件

を
追
加
し
ま
す

３
月
は
犬
・
猫
の
引
取
日
が

変
更
に
な
り
ま
す
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さ
ら
な
る「
市
政
の
前
進
」
を
掲
げ

た
新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１
カ
月

余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
決
意
も
新
た
に

「
生
活
最
優
先
都
市
」
の
実
現
に
む
け
、

が
ん
ば
る
三
次
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て

実
践
し
て
い
き
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
で
す
。
市
民
参
加
を
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
１
カ
月
は
、
地
域
の
新
年
の
会
合

を
は
じ
め
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

各
種
団
体
の
新
年
の
会
合
な
ど
、
こ
れ
ま

で
21
会
場
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
絆
を
大
切
に
頑
張
り
ま
す
！
」
ど
の
会

場
で
も
、
希
望
を
持
っ
て
人
と
人
の
絆
を

大
切
に
、
仲
間
と
共
に
頑
張
り
た
い
と
い

う
熱
い
思
い
が
弾
け
て
い
ま
し
た
。
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
で
、
極
限
の
な
か
で
発

揮
さ
れ
た
絆
と
日
本
の
底
力
は
、
世
界
中

を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
絆
と

底
力
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
よ
う
な
息
吹
を

感
じ
ま
し
た
。

　
私
も「
前
進
」を
掲
げ
た
今
年
の
抱
負
や

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
語
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
有
意
義
な
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
年
の
色
々
な
会
合
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
先
般
、「
日
中
友
好
交
流
三
次
市
民
の
夕

べ
」に
出
席
し
た
と
き
、
あ
る
中
国
人
の
方

が
私
に
、「
三
次
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

実
感
を
込
め
て
話
を
さ
れ
、
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
子
育
て
を
一

生
懸
命
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
と
飛
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

三
次
市
と
中
国
雅が

安あ
ん

市し

雨う

城じ
ょ
う

区く

は
、
今

年
、
友
好
都
市
提
携
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
対
す
る
義
捐

金
の
寄
附
を
い
た
だ
く
な
ど
、
交
流
の
深

ま
り
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
レ
ベ
ル
で
の
心
と
心
の
国
際
交
流

が
、
今
ほ
ど
大
切
な
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

継
続
さ
れ
て
き

た
国
際
交
流
を

財
産
と
し
て
受

け
継
ぎ
推
進
し

ま
す
。

　三
次
市
長

 

　増
田 

和
俊

息
吹
を
感
じ
た

新
年
の
会
合

「
三
次
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

国
際
交
流

ますだの
�つぶやき
ますだのますだの
連載

Vol.8

「
安
心
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
」

�

実
証
実
験
が
終
了
し
ま
し
た

　
三
次
地
区
で
行
っ
て
い
た
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た「
安
心
生
活
支

援
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
実
験
が
、
昨
年

11
月
で
終
了
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

実
証
実
験
の
概
要

　

こ
の
実
験
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の「
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
）」
の
起
動
の
有
無
に
よ
っ
て
、
毎

日
自
動
的
に
家
族
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
、「
お
元
気
メ
ー
ル
」や「
心
配
メ
ー

ル
」を
送
信
し
、「
心
配
メ
ー
ル
」が
送

信
さ
れ
た
場
合
、
地
域
住
民
で
組
織
さ

れ
る「
ふ
れ
あ
い
隊
員
」
が
、
高
齢
者

の
安
否
確
認
を
行
う
と
い
う
も
の
で

す
。
核
家
族
化
、高
齢
化
の
進
む
中
で
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
地
域
ぐ
る
み
で

見
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
昨
年
５
月
か
ら
半
年
間
の
計
画
で

実
験
を
行
い
ま
し
た
。

実
証
実
験
後
に
見
え
て
き
た
課
題

　
実
証
実
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
、
実
験
モ
ニ
タ
ー
世
帯
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、「
一
人
暮
ら
し
な
の
で
安
心

で
き
る
」
等
、
賛
同
さ
れ
る
ご
意
見
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
反
面
、
利

用
料
金
の
設
定
な
ど
、
様
々
な
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
心
配
メ
ー

ル
」
へ
の
対
応
や
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
起
動
の
カ

ウ
ン
ト
の
仕
方
、
メ
ー
ル
の
送
信
時
間

帯
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
自
体
に
改
良
す
べ

き
点
が
多
い
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。

今
後
の
方
向
性

　

現
在
、「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
や

「
防
災
無
線
」、「
音
声
告
知
放
送
」な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め

の
様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
今

後
は
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
と
今
回
実

験
し
た
シ
ス
テ
ム
を
合
体
さ
せ
た
新
た

な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
で
き
な
い
か
も
含

め
、
検
討
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
今

回
の
実
証
実
験
で
得
ら
れ
た
成
果
と
課

題
を
も
と
に
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
地
域
振
興
課

 

自
治
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

9
Miyosh i  C i ty  Publ ic  Re lat ions
広報みよし  2012年 2月号

三次市からのお知らせ



作
木
町
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
継
続

１
１
，０
０
０
日
達
成
！

　
作
木
町
は
、
昨
年
10
月
31
日
（
月
）
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
継
続
30
周
年
を
達
成

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
12
月
12
日
（
月
）
に
は
１
１
，０
０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
（
火
）、
記
録
達
成
記
念
と
年
末
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

を
兼
ね
て
、
町
内
関
係
機
関
等
で
構
成
す
る
「
さ
く
ぎ
交
通
安
全
推
進
委
員
会
」
に

よ
り
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、「
峠

下
手
芸
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
作
成
し
た
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
な

ど
を
、
作
木
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
さ
れ

た
方
か
ら
町
内
を
通
行
さ
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
な
が
ら
、
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

布
野
小
学
校
６
年　

丸
川
海
音
さ
ん

広
島
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
！

「
三
次
観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の

発
表
会
＆
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

　
「“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
広
島
県
推
進
委
員
会
」
主
催
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

小
学
生
の
部
で
、
布
野
小
学
校
6
年
生
の
丸ま

る

川か
わ

海か
い

音と

さ
ん
の
「
家
族
の
き
ず
な
と
明

る
い
社
会
」
と
題
し
た
作
文
が
、
県
内
８
，８
７
６
作
品
の
中
か
ら
優
秀
賞
（
広
島

県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞
）
に
選
ば
れ
、
全
国
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。
12
月
26
日
（
月
）
に
は
、
広
島
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
（
広
島
市
中
区
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
各
賞
の
授

与
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県
内
の
小
・
中
学
生
に
、
日
常

生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
・
非
行
等
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
作
文
に
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
18
日
（
日
）、
サ
ン
グ

リ
ー
ン
1
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ト
で
、
三
次
観
光
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
の
運
営
に
よ
り
、「
三

次
観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
発
表
会
＆
表
彰
式
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
「
最
優
秀
賞
」に
輝
い
た『
き
り
こ
ち
ゃ

ん
』
を
考
案
し
た
末す

え

守も
り

真ま

希き

子こ

さ
ん
（
粟

屋
町
）
は
、「
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
受
賞
の

喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

交通安全マスコット

末守真希子さん

街頭キャンペーンの様子

三次観光イメージキャラクター
『きりこちゃん』
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決
意
を
新
た
に

「
三
次
市
消
防
出
初
式
」
開
催

「
ふ
の
音
楽
祭
２
０
１
２
」
開
催

小
学
生
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

「
リ
ト
ル
チ
ェ
リ
ー
ズ
」
が
や
っ
て
き
た
！

１
年
の
無
病
息
災
を
祈
る

「
的
弓
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
1
月
8
日
（
日
）、
十
日
市
親
水
公
園
で
、
総
勢
１
，

１
６
４
人
の
消
防
団
員
、消
防
署
員
の
参
加
に
よ
る「
平

成
24
年
三
次
市
消
防
出
初
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
音
楽
隊
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
を
先
頭
に
入
場

し
、
新
入
団
員
等
の
辞
令
交
付
、
表
彰
状
の
授
与
な
ど

　
1
月
14
日
（
土
）、
布
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
布
野
町
ま
ち
づ
く
り
連
合
会

の
主
催
に
よ
り
、「
ふ
の
音
楽
祭
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、
布
野
中
学
校
生
徒
に
よ
る
筝
合
奏
や
布
野
小
学
校
全
児
童
に
よ
る

合
唱
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
第
2
部
・
第
3
部
で
は
、
鹿
児
島
県
か
ら
駆
け
つ

け
た
「
リ
ト
ル
チ
ェ
リ
ー
ズ
」
に
よ
り
、
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
の
数
々
が
演
奏
さ
れ
、
ノ

リ
の
い
い
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
で
、
約
３
５
０
人
の
来
場
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
1
月
7
日
（
土
）、
甲
奴
町
小
童
に
あ
る
須

佐
神
社
で
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い

る
伝
統
神
事
「
的ま

と

弓う

祭さ
い

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
悪
魔
の
眼
に
見
立
て
た
的
に
飾
ら
れ
た
松

を
持
ち
帰
る
と
、
そ
の
年
は
無
病
息
災
で

過
ご
せ
る
と
い
わ
れ
、
神
官
が
矢
を
放
つ

と
、参
詣
者
の
皆
さ
ん
が
一
斉
に
駆
け
寄
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
松
の
枝
は
無
く
な
り
ま
し

た
。
境
内
で
は
物
産
品
の
販
売
や
福
引
き
、

餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

た
こ
の
日
は
、
多
く
の
参
詣
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

布野中学校生徒による筝合奏 布野小学校児童による合唱

小学生によるビッグバンド「リトルチェリーズ」の演奏

「リトルチェリーズ」プロフィール
　鹿児島県神山小学校に発足して28年目。現在は、「青少年健全育成」や「生
きがいづくり」などを目的としたＮＰＯ法人として活動中。小学生だけの編成
によるジャズバンドは全国でも珍しく、テレビ番組でも多数とりあげられる。
全国大会でも数々の賞を獲得し、国内はもとより海外でも公演を行っている。

を
行
っ
た
後
、
消
防
音
楽
隊
の
演

奏
に
あ
わ
せ
て
、
初
の
試
み
と
な

る
「
梯は

し

子ご

乗
り
」
が
披
露
さ
れ
る
と

と
も
に
、
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉

放
水
が
新
春
の
青
空
に
放
た
れ
ま
し

た
。
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　このプロジェクトは、市民の皆さんが、いつまでもいきいきと健康で長寿を全うし、ともに笑顔
あふれる家庭や地域でありつづけることを願い、一人ひとりが生活習慣病予防をはじめとした健康
づくりに取り組むプロジェクトです。

問い合わせ先　いきいき・ともえ・プロジェクト事務局
福祉保健部健康推進課 ☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
総合窓口センター保険年金課 ☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809　 hoken@city.miyoshi.hiroshima.jp

【正解】
　③ 45 分

発表！新春お年玉健康クイズ（「広報みよし」１月号掲載）の答え
体重 60㎏の人が、シュークリーム１個分（約
75 ｇ：約 180kcal）のエネルギーを消費する
には急ぎ足で何分歩けばいいでしょうか？
① 15 分　② 30 分　③ 45 分

問１

◆ジェネリック医薬品を処方してもらうには？

（出展：厚生労働省ホームページ）

※クイズの当選発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

※�体の脂肪１kgに相当するエネルギーは�
約 7,000kcal です。

食べるのはあっという間！
でも消費するには時間がかかります。

【正解】
　③カップラーメン
 （１個約 350kcal）約 20 個

脂肪１㎏に相当するエネルギーは？

①生ビール中ジョッキ
　（500ml・1 杯 200kcal）　約 15 杯
②チーズバーガー（１個約 300kcal）　約 17 個
③カップラーメン（１個約 350kcal）　約 20 個

問２

市では、プロジェクトの一環として、健診後の
特定保健指導やヘルスアップ教室等を実施し、
市民の皆さんの健康づくり
をサポートしています。お
気軽にご相談ください。

【正解】
　② いきいき・ともえ・プロジェクト三次市が行っている健康づくりを推進する

プロジェクト名は？
問３

①すくすく・のびのび・プロジェクト　
②いきいき・ともえ・プロジェクト　
③元気・はつらつ・プロジェクト
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　新薬（先発医薬品）の特許期間満了後に製造された「後発医薬品」です。
効き目や安全性が実証されている薬（先発医薬品）と効能・効果が等しい
ことなどが審査され、厚生労働省により製造・販売が承認された薬です。

◆なぜ安いのですか？
　先発医薬品の開発には多額の費用がかかりますが、ジェネリック医薬品
は開発期間が短く、低コストのため、価格も安くなります。

◆効き目は確かですか？
　先発医薬品と同等の有効成分・効能を持つと認められた薬です。

　三次市国民健康保険の医療費は年々増加しており、平成22年度の１人当たり診療費は
県内平均より　3万165円高く、県内23市町中８位です。また、１人当たり療養諸費は
38万8,125円で県内平均より2万7,716円高く、県内23市町中６位となっています。
　◆療養諸費とは療養の給付と療養費等の費用額（10割）を合わせたものです。

ikiiki��tomoe��project
い

活 き 生 き 　 共 笑 　 “ 本 気 宣 言 ！ ”

きいき・ともえ・プロジェクト
シリーズ№21

◆ご存知ですか？ジェネリック医薬品
◆「新春お年玉健康クイズ」の答え発表

今月の
テーマ

三次市国保医療費の状況

　三次市国民健康保険の医療費は年々増加しており、平成22年度の１人当たり診療費は
県内平均より　3万165円高く、県内23市町中８位です。また、１人当たり療養諸費は
38万8,125円で県内平均より2万7,716円高く、県内23市町中６位となっています。
◆療養諸費とは療養の給付と療養費等の費用額（10割）を合わせたものです。

三次市国保医療費の状況

468,575
497,359

296,106 294,914
308,141

390,427
405,595

265,572 271,264 277,976

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

550,000

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

三次市
広島県

県内４位
県内２位

県内６位 県内８位
県内８位

平成20年度以降の診療費の減少は、後期高齢者医療保険制度の
開始によるものです。

（円）

◆ジェネリック医薬品はこんな薬です

ご存知ですか？ ジェネリック医薬品
～あなたの薬代を安くできます～

三次市国民健康保険一人当たり診療費
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情報

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）

相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

心の
健康相談

３月21日㈬ 受付時間
13：00

〜

14：30

広島県北部
保健所

（広島県三次庁
舎第３庁舎内）
三次市十日市東
四丁目６番１号

対　象：
　�ストレス・うつ病など心の健
康について不安のある方およ
びその家族など
スタッフ：
　精神科医師・保健師

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課　保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190
※�電話をお使いになれない場合は
FAXでお申し込みください。

エイズ
検査・相談

３月14日㈬

検査は無料・匿名で受けられま
す。結果はその日にお知らせで
きます。
相談は随時実施しています。

子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種の

公費助成期限が延長になります

ワクチンの種類 接種の目的・効果 対象者（※１） 接種が必要な回数 助成金額
子宮頸がん
予防ワクチン

子宮頸がんを
予防する

中学１年生〜
高校１年生相当の女子（※２） ３回 １回あたり

15,500円以内
ヒブ（インフルエンザ
菌ｂ型）ワクチン 細菌性髄膜炎を

予防する
生後２カ月〜
５歳未満の乳幼児

４回〜１回
（接種開始月齢により

異なります）

１回あたり
7,000円以内

小児用
肺炎球菌ワクチン

１回あたり
10,000円以内

　この予防接種は、法律上の義務はありません。対象者のうち、希望される方が接種を受けてください。
　公費助成の期限は、平成24年３月31日までとなっていましたが、平成25年３月31日まで延長されます。
対象の方で接種を希望される方は、次のとおり受けてください。

※１三次市に住民登録または外国人登録されている方が対象です。
※２①平成23年度対象者：
　　　�平成７年４月２日〜平成11年４月１日生まれ。ただし、平成23年度において高校１年生相当（平成７年４月２日

〜平成８年４月１日生まれ）の方は、平成24年３月31日までに１回以上の予防接種を受けた方のみ、平成24年
度の残りの接種が無料で受けられます。

　　②平成24年度対象者：
　　　�平成８年４月２日〜平成12年４月１日生まれ。新中学１年生（平成11年４月２日〜平成12年４月１日生まれ）の

方には、４月中に個別案内を送付予定です（申請の受付は４月２日から行います）。

●ワクチンの種類・対象者等

●助成期限・助成回数
　平成25年３月31日までに、接種した回数分を助成します（接種費用の負担はありません）。

申し込み・問い合わせ先　福祉保健部健康推進課母子保健係
 ☎（0824）62-6257　 （0824）62-6382　  kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp または各支所総合調整係
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●接種方法等
　受診券の申請受付・交付は、次のとおり健康推進課または各支所で行います。
　交付した受診券を使用して委託医療機関で接種を受けてください。

⇒接種前に必ず申請が必要です。
　※�申請時に必要なもの
　　印鑑、母子健康手帳、予防接種券冊子

⇒ 交付済の受診券の有効期間は平成24年3月31日ま
でです。平成24年4月から利用する受診券を、接種
前に市窓口に取りに来てください。

　※交付時に必要なもの
　　母子健康手帳または予防接種済証、予防接種券冊子

これから接種を開始される方 平成23年度中に１回以上接種し、平成24年度に残りの接種を受ける方
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こ
こ
ろ
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　昭和43年生まれ。大阪育ち。平成
17年３月「こころ元気研究所」を設立。
こころ元気配達人として、全国各地
で講演活動を行う。行政、PTA、福
祉ボランティア団体、企業、商工団体、
青年会議所など多方面にわたり講演
を行っている。

講師プロフィール

2月・3月の献血
　冬期は献血者が減少します。輸血用血液を確保するため、
皆さんのご協力をお願いします！※いずれも400ml献血のみの実施です。

問い合わせ先　福祉保健部健康推進課地域医療係
� ☎（0824）65-1294　 （0824）62-6382
  kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
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。
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示
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元
気
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な
っ
て
、
美
波
羅

川
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帰
っ
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く
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さ
を
体
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ま
す
。

と　き ところ（問い合わせ先）

２月23日㈭ 11：30〜 15：00 三次中央病院１階（病院企画課安全
管理係 ☎（0824）65-0101）

３月９日㈮
10：00〜 12：00 13：00〜 15：00

広島県三次庁舎（広島県北部保健所
生活衛生課 ☎（0824）63-5181㈹）

11月15日に実施した声かけ運動



身近な場所で集い、
遊び、相談できるよう、
保育所を地域へ開放します。
気軽に遊びにおいでください。
詳しい内容などは、
それぞれの保育所へ
お問い合わせください。

保育所開放

相　談 と　き ところ 対　象 内容など 申し込み・問い合わせ先

子育て
相談

２月28日㈫
９：30～ 11：00 三次市福祉保健

センター３階 乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、
育児のことなど気軽にご相談くださ
い。 福祉保健部健康推進課母子保健係

☎（0824）62-6257
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

３月27日㈫
９：30～ 11：00
３月14日㈬
10：00～ 12：00

みわ保健
センター

パパママ
スクール

３月11日㈰
13：30～ 16：00

三次市福祉保健
センター３階

おおむね妊娠5
カ月以降の妊婦
さんとその家族

もうすぐお父さん・お母さんになる方を
対象にパパママスクール（マタニティー
クラス）を開催します。
・申込締切　３月８日㈭

離乳食
講座

３月９日㈮
13：30～ 15：30

三次市生涯学習
センター３階
調理実習室

７カ月頃～ 18
カ月頃までの乳
児を子育て中の
保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、
楽しく交流しましょう！10名で締め
切ります。
・�託児を行いますので、ご希望の方は
お知らせください。
・申込締切　３月２日㈮

福祉保健部健康推進課健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

行事のお知らせ

　子ども手当の制度変更により、平成23年10月分以降の子ども手当を受けるためには、これまで
子ども手当を受給されていた方についても申請の手続きが必要です。まだ申請手続きをされていな
い方は、早めに手続きをしてください。
　また、昨年10月分からの子ども手当を受給するためには、平成24年３月31日までに申請をする
必要があります。公務員の方は、勤務先で手続きをしてください。
　なお、出生・転入などで新たに支給事由が発生した場合は、認定請求書（額改定認定請求書）を提
出した日の属する月の翌月分からの支給開始となりますので、早めに手続きをしてください。

「子ども手当」とは？
　中学校修了前の児童を養育している方に対して支給される手当です。
　また、子ども手当は次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援するものであり、その趣
旨に従って有効に用いていただきますようお願いします。

平成 23 年 10 月から平成 24 年３月までの支給額（月額）

３歳未満���������15,000円
３歳から小学校修了前
（第１子・第２子）�����10,000円

３歳から小学校修了前
（第３子以降）�������15,000円
中学生����������10,000円

子ども手当の申請はお済みですか？

問い合わせ先　子育て支援部育児支援課育児支援係
 ☎（0824）62-6148 　 （0824）62-6300　 ikuji＠city.miyoshi.hiroshima.jp
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問い合わせ先　福祉保健部健康推進課健康食育推進係
 ☎（0824）62-6232 　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

作ってみませんか「ふるさとランチ」メニュー
６月19日・10月19日・１月19日は「みよしふるさとランチの日」
　「ふるさとランチ」とは栄養バランスのとれた学校・保育所給食に、三次産の米や野菜などをふん
だんに取り入れたものです。旬の野菜を使ったおいしい「ふるさとランチ」メニューを紹介します。
ぜひ、ご家庭でも作ってみてください。

み
よし

発地産
地消のすすめ

２月の
テーマ 大

だい
根
こん

保育所給食メニュー

●ごはん　　●ちくわの二色揚げ

●大根のべっこう煮　　●オレンジ

大根は部位によって味や食感が違い、また料理方法に
よっても食感が変わります。生でシャキシャキ、煮て
ホクホク、漬けてポリポリ、干してコリコリと、いろ
いろな歯ごたえが楽しめます。

大根のべっこう煮
■材料（４人分）
■豚肉 ………………………… 50ｇ
　大根 …………………………1/4本
　人参 …………………………1/4本
　さやいんげん ………………… 3本
　酒 …………………………小さじ１
　しょうゆ …………………大さじ１
　砂糖 ………………………大さじ１
　みりん ……………………小さじ１
　煮干し ……………………… 10ｇ

■作り方
①煮干しでだしをとる。
②豚肉は食べやすい大きさに切る。大根、人参は乱切りにする。
③さやいんげんは２～３cmに切り、茹でる。
④だし汁に大根と酒を入れて10分ほど煮る。豚肉、人参、 

残りの調味料を入れて野菜が柔らかくなるまで煮る。
⑤最後に③を入れて火を通す。

　
平
成
24
年
4
月
か
ら
小
学
校
に
就
学

さ
れ
る
児
童（
平
成
17
年
4
月
2
日
～

平
成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の
保
護

者
で
、
児
童
医
療
費
受
給
者
資
格
の
申

請
を
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
現
在
他
の
医
療
制
度
を
お

持
ち
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
に
つ

い
て
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
現
在「
乳
幼
児
医
療
費
受
給

者
証
」
を
お
持
ち
の
方
も
、
小
学
校
就

学
の
際
に
は「
児
童
医
療
費
受
給
者

証
」
の
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
4

月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請

日
か
ら
の
有
効
期
間
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　
①�

児
童
の
健
康
保
険
証（
ま
た
は
写
し
）

　
②
印
鑑

●
申
請
場
所

　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

　
育
児
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

「
児
童
医
療
費
受
給
者
証
」制
度
と
は
？

　

小
学
校
１
年
生
～
中
学
校
３
年
生
を
対
象

に
、
保
険
診
療
に
係
る
医
療
費
の
自
己
負
担

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
機
関
ご
と

に
、
１
日
５
０
０
円
（
入
院
は
月
14
日
、
通

院
は
月
４
日
を
限
度
）
の
一
部
負
担
金
（
自

己
負
担
）が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課

 

育
児
支
援
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
８

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

　

ikuji@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
育
児

の
援
助
を
受
け
た
い
人（
お
ね
が
い
会

員
）
と
応
援
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会

員
）
が
子
育
て
を
助
け
合
う
相
互
援
助

活
動
で
す
。
こ
の
た
び
、
ま
か
せ
て
会

員
に
な
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
子
育
て
の
協
力
を
し
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と　
き　
2
月
24
日（
金
）
�

13
時
30
分
～
16
時

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
4
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
対
象
者　
三
次
市
に
住
所
が
あ
り
、

子
育
て
の
支
援
が
し
た
い
方

●
申
込
締
切　
2
月
20
日（
月
）

　
※
託
児
あ
り（
要
申
込
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課
育
児
支
援
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
８

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

　

ikuji@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

三
次
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

ま
か
せ
て
会
員
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

児
童
医
療
費
受
給
者
資
格

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

17
Miyosh i  C i ty  Publ ic  Re lat ions
広報みよし  2012年 2月号



　
平
成
23
年
度
の
「
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ

大
募
集
」
に
は
、
中
学
生
68
点
、
小
学

生
90
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
レ
シ
ピ

や
簡
単
で
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
ア
イ
デ
ア

レ
シ
ピ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
10
日
（
土
）
に
開
催
し
た
「
朝

ご
は
ん
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
、

１
次
審
査
を
通
過
し
た
小
・
中
学
生
16

名
の
う
ち
12
名
が
参
加
し
、
実
際
に
調

理
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
員
5
名
（
委

員
長
：
県
立
広
島
大
学
非
常
勤
講
師　

泉い
ず
み

谷た
に

昌ま
さ

子こ

さ
ん
）
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

各
賞
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

■
小
学
生
の
部

三
次
市
長
賞

�

雲く
も

井い

絢あ
や

子こ

（
安
田
小
５
年
）

「
野
菜
た
っ
ぷ
り
！
栄
養
た
っ
ぷ
り
朝

ご
は
ん
」

　

�

ご
は
ん
・
ひ
じ
き
と
ツ
ナ
の
ふ
り
か

け
・
か
ぼ
ち
ゃ

の
み
そ
汁
・
ア

ス
パ
ラ
と
ベ
ー

コ
ン
炒
め
・
ト

マ
ト
・
き
ゅ
う

り
・
ヨ
ー
グ
ル

ト

三
次
市
教
育
長
賞

�

山や
ま

本も
と

那な

央お

（
田
幸
小
６
年
）

「
海
と
畑
の
コ
ラ
ボ
朝
ご
は
ん
」

　
�

焼
お
に
ぎ
り
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

チ
ー
ズ
焼
・
み
そ
汁
・
り
ん
ご

Ｊ
Ａ
三
次
賞

�
藤ふ

じ

川か
わ

岳が
く

斗と

（
仁
賀
小
6
年
）

「
ち
り
め
ん
と
青
じ
そ
の
お
や
き
」

優
秀
賞

宮み
や
も
と本
陽ひ

菜な

（
君
田
小
5
年
）、
村む

ら
か
わ川

茉ま

れ

い

玲
依
（
三
良
坂
小
5
年
）、
小お

だ田

雅ま
さ
ふ
み文
（
作
木
小
6
年
）、福ふ

く
も
と本
萌も

え
か風
（
田

幸
小
6
年
）、和わ

だ田
隆り

ゅ
う

佑す
け（
田
幸
小
6
年
）

レ
シ
ピ
賞

小こ
だ
ま玉
真ま

ほ帆
（
君
田
小
5
年
）、
三み

か
み上
真ま

優ゆ

（
君
田
小
5
年
）、
池い

け
う
え上
夢ゆ

う

叶と

（
酒
河
小

2
年
）、
野の

じ
ま島
穂ほ

の

香か

（
三
良
坂
小
6
年
）、

小こ
ひ
ら平
透と

う

馬ま

（
田
幸
小
6
年
）、
朝あ

さ
ひ
な

比
奈　

佑ゆ
う

（
田
幸
小
6
年
）、
高た

か
く
さ草
礁し

ょ
う

真ま

（
田
幸

小
6
年
）、
畠は

た
な
か中　
大だ

い

（
作
木
小
6
年
）、

森も
り
し
ま島　

慶け
い

（
作
木
小
6
年
）、
森も

り
は
ら原
桃も

も

香か

（
吉
舎
小
2
年
）�

（
敬
称
略
）

■
中
学
生
の
部

三
次
市
長
賞

�

中な
か

村む
ら

美み

琴こ
と

（
吉
舎
中
１
年
）

「
私
の
お
す
す
め
朝
ご
は
ん
」

　

�

パ
ン
キ
ッ

シ
ュ
・
コ
ン

ソ
メ
ス
ー

プ
・
フ
ル
ー

ツ
ヨ
ー
グ
ル

ト三
次
市
教
育
長
賞

�

大お
お

前ま
え

美み

佳か

（
甲
奴
中
２
年
）

「
サ
ッ
パ
リ
！
素
早
く
‼

�

モ
リ
モ
リ
朝
ご
は
ん
」

　
�

な
っ
と
う
ま
き
・
み
そ
汁
・
ト
マ
ト

サ
ラ
ダ

Ｊ
Ａ
三
次
賞

�

瀬せ

尾お

有ゆ
う

涼か

（
甲
奴
中
２
年
）

「
簡
単
ラ
イ
ス
サ
ラ
ダ
」

優
秀
賞

花は
な

神が
み

大だ
い
ち地
（
甲
奴
中
3
年
）、
伊だ

て達
直な

お

紀き

（
甲
奴
中
3
年
）、
森も

り
か
わ川　

愛あ
い

（
三

次
中
1
年
）、
原は

ら
だ田
も
も
（
作
木
中
2

年
）、
伊い

と
う藤
隆り

ゅ
う

真ま

（
吉
舎
中
1
年
）

レ
シ
ピ
賞

亀か
め
ざ
き崎
厳た

か
の
り宣
（
作
木
中
2
年
）、
元も

と
く
に国

拓た
く
と斗
（
作
木
中
3
年
）、
塚つ

か
も
と本
祐ゆ

翔か

（
吉
舎
中
1
年
）、
定さ

だ
も
と本
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー

（
吉
舎
中
1
年
）、
畑は

た
な
か中
拓た

く
と人
（
吉
舎
中

1
年
）、
有あ

り

重し
げ　

心こ
こ
ろ

（
吉
舎
中
1
年
）、

山や
ま
も
と本　

京き
ょ
う

（
甲
奴
中
１
年
）、
秋あ

き
や
ま山
瑞み

づ

希き

（
甲
奴
中
3
年
）、
洲す

ざ
わ澤
佳か

な奈
（
甲

奴
中
3
年
）、高た

か
ぎ木　
馨け

い（
八
次
中
1
年
）

�

（
敬
称
略
）

　
こ
の
レ
シ
ピ
集
を
50
人
に
差
し
上
げ

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
2
月
29
日

（
水
）ま
で
に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
健
康

推
進
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
レ
シ
ピ
集
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
」
内「
食
育
」
の
ペ
ー
ジ
）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課

 

健
康
食
育
推
進
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

子
ど
も
た
ち
が
考
え
た

「
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
」入
賞
レ
シ
ピ
決
ま
る
！

「
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
大
募
集
」

の
入
賞
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
た

「
平
成
23
年
度
朝
ご
は
ん

レ
シ
ピ
集
」が
で
き
ま
し
た
！
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〝ごみは資源″ 分け方のポイント 前 編
　市では、皆さんのご協力により、ごみの17分別収集を行っています。今後もリサイクルを推進する
ために不可欠となる「分別排出」と「分別収集」にご協力をお願いします。
　「分別のポイント」と、皆さんから寄せられた質問の中から「よくある質問」をあわせて紹介しますの
で、参考にしてください。

○�クリーンセンターで処理する燃や
せるごみの約半分は、紙・布類で
す。捨てる前に「リサイクルできる
かな？」と考えてみましょう。

○�お菓子の箱、トイレットペーパーの芯、タバコ
の空箱など、小さなものでも立派な資源です。
「紙資源（雑紙類）」で出してください。
○�衣類は、激しい汚れ、損傷のもの以外は「布資
源」として出してください。

※�燃やすごみを減らすと、埋立地を長く使用できるなど、
施設の延命化や処理費用の節約につながります。

○�「資源物の袋」を利用して
出してください。
○�カーテン、シーツ、タオル
などの布製品も「布資源」
として出してください。

○キャップを取り除いてください。
○�軽く水ですすぐなど、きれいにして
出してください。

○�対象は「飲料缶」、「食品・飲料
ビン」、「ペットボトル」です。

※ペットボトルは、ジュース類、醤油、
みりん、酢、酒類などで、「（※1）識別マー
ク」があるものだけです。軽くすすぐだ
けできれいになるPET（ポリエチレンテ
レフタレート）製のボトルだけに付いてい
ます。

【よくある質問】
区　分 回　答

ボタンやファスナーは取り
除くのですか？ その必要はありません。

洗濯しても汚れが落ちませ
んが、布資源でよいのです
か？

洗濯しても落ちない染み、汚れが
あったり、破れたりしていても「布
資源」です。（工場でリサイクルでき
るものとできないものに選別されま
す。）

【よくある質問】
区　分 回　答

缶詰の缶と飲料缶は同じ材
質なのに、なぜ、燃やせな
いごみと資源物とに分ける
のですか？

処理方法が違います。飲料缶は、開
口部が小さく異物の混入がほとんど
ないため、そのままリサイクルでき
ます。開口部の広い缶詰の缶など
は材質の異なるものが混ざり合うた
め、そのままではリサイクルできま
せん。「燃やせないごみ」として収集
し、破砕後、リサイクルをしています。

飲料缶、食品・飲料ビン、ペッ
トボトルを一緒に入れて出
してもよいのですか？

一緒でもよいですが、種類別に入れ
て出していただくと、効率のよい処
理ができます。

風邪薬など飲み薬のビンは
燃やせないごみですか？

「食べたり飲んだりできるもの」が
入っていたビンなので「資源物」で
す。

燃やせるごみ《指定袋①② 乳白色に緑字》

布資源《指定袋④⑧ 半透明に青字》

資源物《指定袋④⑧ 半透明に青字》

ここが
ポイント

ここが
ポイント

○�軽く水ですすぐなど、きれいにして
出してください。
○�飲料缶以外の缶（缶詰、お菓子の缶な
ど）はすべて「燃やせないごみ」です。

○�「食べたり飲んだりできないもの（化粧品、殺
虫剤など）」が入っていたビンは、
すべて「燃やせないごみ」です。

【よくある質問】
区　分 回　答

金具がついたカバンや、靴
はどうすればよいのです
か？

家庭で素材ごとの分別は困難です。
靴、カバン類はすべて「燃やせない
ごみ」で出してください。

電気製品の電気コードは切
り取るのですか？ その必要はありません。

CDやMDのケースは何ごみ
ですか？

ケースも「燃やせないごみ」です。
ケースと中身（CD、MD）を分ける
必要はありません。

燃やせないごみ《指定袋③ 透明に赤字》

ここが
ポイント

ここが
ポイント

（※1）識別マーク
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　総合窓口センター環境政策課業務管理係　☎（0824）66-3449
　 （0824）66-3168　 shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

問い合わせ先

クリーンセンター から
from Clean Center



介
護
保
険

み
ん
な
の

第
８
回

シ
リ
ー
ズ

◆ 

三
次
市
の
人
口
と

高
齢
者
数
の
推
移

　
市
の
人
口
は
、
合
併
以
来
減
少
を
続

け
て
お
り
、
平
成
20
年
度
末
か
ら
３
年

間
だ
け
で
も
、
約
１
，
８
０
０
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数

に
つ
い
て
も
、
平
成
20
年
度
か
ら
減
少

に
転
じ
ま
し
た
が
、
全
体
に
比
べ
て
減

少
率
が
小
さ
い
た
め
、
高
齢
化
率
は

年
々
高
く
な
っ
て
お
り
、
30
％
を
超
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る
後
期

高
齢
者
の
人
口
は
、
高
齢
者
数
の
減
少

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
増
加
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、子
ど
も
の
数
が
年
々

減
り
、
総
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
と
い
わ
れ
る
皆

さ
ん
が
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る

こ
と
で
、
高
齢
者
の
人
口
・
割
合
が
急

激
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
の
推
移

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
介
護
認
定
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
認
定
者
数

は
、
平
成
21
年
度
に
若
干
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
毎
年
度
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
を
受
け
て
も
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
の
割
合
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
平
成
20
年
度
10

月
か
ら
平
成
23
年
度
10
月
ま
で
で
、
認

定
者
数
は
１
６
２
人
の
増
加
で
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
そ
れ
を
上
回
る

４
２
２
人
増
え
て
い
ま
す
。

◆ 

サ
ー
ビ
ス
区
分
ご
と
の

介
護
給
付
費

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
と
、

そ
の
費
用
の
１
割
が
利
用
者
の
自
己
負

担
と
な
り
、
残
り
９
割
を
介
護
給
付
費

と
し
て
保
険
者
で
あ
る
三
次
市
が
支
払

い
ま
す
。

　

そ
の
給
付
費
は
、
平
成
20
年
度
、

52
億
１
０
０
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
平

成
23
年
度
で
は
、
61
億
８
，
１
０
０
万

円
と
な
る
見
込
み
で
、
３
年
間
で
約

９
億
８
，
０
０
０
万
円
も
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
平

成
21
年
度
か
ら
の
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
区
分
ご
と
に
見
た

場
合
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
か
若
干
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

21
年
度
以
降
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

と
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、市
と
し
て
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
を
図
っ
て
き
た
成
果
と
い

え
ま
す
が
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
に
伴
っ
て
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
減
少

す
る
と
し
て
い
た
予
想
に
反
し
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
も
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

第
4
期（
平
成
21
～
23
年
度
）

介
護
保
険
事
業
の
見
通
し

百
万

注）平成23年度は、見込み。

20年度 21年度 22年度 23年度

三次市のサービス区分ごとの介護給付費

2,368 2,531 2,669 2,832

344 560 725 895
2,191

2,155
2,147

2,118215
225

224
226

82
102

107
111

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

その他
特定入所者サービス
施設サービス
地域密着型サービス
居宅サービス

5,573 給付費総額5,201 5,873 6,181

三次市の人口と高齢者数の推移

注）人口、高齢者数は、各年度10月１日の人数です。

10,592 10,713 10,857 10,915

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

20年度 21年度 22年度 23年度

75歳以上

65歳以上75歳未満

58,675 人口59,444 58,212 57,627

30.4% 高齢化率30.0% 30.5% 30.6%

7,258 7,102 6,917 6,700

（人）

注）各年度「介護保険事業状況報告」10月報より。

20年度 21年度 22年度 23年度

三次市のサービス利用状況の推移

2,672 2,776 2,793 2,931

138 218 290 356741 709 692
686

904 742 756 644

0

500

1,000
1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
4,000

4,500

5,000

未利用
施設
地域密着型
居宅

4,445人 認定者数4,455人 4,531人 4,617人（人）
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シリーズ

み
ん
な
の

医
療
保
険

◆
介
護
保
険
料
の
状
況

　
介
護
給
付
費
の
一
部
に
は
、
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
を
充
て
て

い
ま
す
。

　
平
成
21
～
23
年
度
ま
で
の
３
カ
年
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
料
の
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
の
介
護
保
険
の
貯
金
（「
準
備

基
金
」
と
い
い
ま
す
）
を
充
て
て
対
応

す
る
計
画
と
し
た
こ
と
か
ら
、
介
護

保
険
料
の
額
は
、
広
島
県
内
で
も
低

く
抑
え
て
、
保
険
料
基
準
額
月
額
４
，

０
７
０
円
に
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
は
計
画
を
若
干
上
回
り
、

県
の
基
金
か
ら
一
部
借
り
入
れ
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
準
備
基
金
と
借
入
金
を
、
仮
に

す
べ
て
介
護
保
険
料
で
賄
う
と
す
る
と
、

平
成
21
～
23
年
度
ま
で
の
３
カ
年
の
保

険
料
基
準
額
月
額
は
、
約
４
，
８
０
０

円
必
要
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

準
備
基
金
が
残
っ
て
い
な
い
中
で
、

来
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
は
、
今
ま

で
以
上
に
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
定
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※�

「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）」

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公

募
）
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、28
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課

 
介
護
保
険
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
１

　

koureisha@city.miyoshi.hiroshima.jp

注）平成23年度は、見込み。

21年度 22年度 23年度

介護保険料の状況

839 833 823

96 157 148
56

0

200

400

600

800

1,000

1,200

財政安定化基金借入
基金取り崩し
保険料

990 1,027
百
万

935 保険料相当総額

医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

医
療
保
険
は
皆
さ
ん
の
保
険
税
や
保
険
料
の
掛
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

　

医
療
技
術
の
進
歩
や
高
齢
化
に
伴
い
、

医
療
費
が
高
騰
し
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、

財
源
と
な
る
保
険
税
な
ど
の
収
入
は
、
長

引
く
不
況
な
ど
の
影
響
で
減
少
し
て
お
り
、

ど
の
医
療
保
険
も
運
営
に
苦
慮
し
て
い
ま

す
。

　
三
次
市
国
民
健
康
保
険
の
場
合
も
、
一

人
当
た
り
の
医
療
費
が
年
々
増
加
し
、
平

成
24
年
１
月
ま
で
の
支
払
い
状
況
は
、
前

年
比
で
約
３
％
以
上
の
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
の
決

算
（「
広
報
み
よ
し
」
11
月
号
掲
載
）
は
、

３
億
８
千
９
百
万
円
の
赤
字
で
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
と
基
金
取
り
崩
し
で
補

填
す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も
皆
さ
ん
の

税
金
で
す
。
重
複
・
多
受
診
な
ど
を
避
け
、

医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

 
保
険
年
金
課
保
険
年
金
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

hoken@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

399,000388,125377,661366,374

84,00084,69384,94286,217

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

一人当たり医療費
一人当たり保険税

三次市国保の一人当たり医療費、保険税の推移
※平成 23年度は推計値です。（円）

8億7千万円 8億8千万円

6億7千万円

2億7千万円

0

100,000

200,000

300,000

400,000

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

三次市国保　年度末基金残高
※平成 23年度は当初予算ベースです。（億円）

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
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●
緊
急
連
絡
票
事
業

　
　
『
い
の
ち
の
バ
ト
ン
』と
は
？

　
あ
ら
か
じ
め
、
見
守
り
の
必
要
な
高
齢
者
等
が
、
緊
急
連
絡
先
や
主
治
医
、
服
用

し
て
い
る
薬
な
ど
の
個
人
情
報
を
記
入
し
た『
緊
急
連
絡
票
』
を
、
バ
ト
ン
状
の
容

器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
き
ま
す
。

　
万
が
一
の
救
急
時
に
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員
や
見
守
り
隊
が
こ
の
連
絡
票
を
見

る
こ
と
で
、
緊
急
連
絡
先
に
容
易
に
連
絡
が
と
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
搬
送
さ
れ
た
病

院
に
こ
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

・
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
見
守
り
が
必
要
な
方

・
障
害
や
病
気
で
民
生
委
員
児
童
委
員
が
必
要
と
認
め
た
人

●
利
用
方
法

　
担
当
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
児
童
委
員「
緊
急
連
絡
票
」事
業

『
い
の
ち
の
バ
ト
ン
』始
ま
り
ま
す

相談・問い合わせ先
地域振興部地域振興課ひとづくり係
☎・ （0824）64-2832� chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

配偶者・パートナーからの
暴力（DV）で悩んで　いませんか。
悩まないで　あきらめないで　勇気をだして

一緒に出口を探しましょう
秘密は厳守します。

問い合わせ先
　総務省中国四国管区行政評価局
　☎（082）228-6173　 （082）228-4955

と　　き と　こ　ろ

2月19日㈰ 10時30分～16時 三次市福祉保健センター

2月20日㈪ 9時～12時 みらさか福祉センター

2月23日㈭ 10時～11時30分 君田保健センター

2月28日㈫ 10時～15時 三次市吉舎支所

3月 9日㈮ 9時～12時 甲奴老人福祉センター

3月13日㈫
10時～15時 三次市吉舎支所

10時～15時 みわ保健センター

※ 日程は変更される場合がありますので、ご利用の際は、 
お問い合わせください。

　総務省では、国や特殊法人の仕事について
の苦情の解決やご意見・ご要望の実現に向け
て、行政相談委員による相談所を開設してい
ます。お気軽にご利用ください。

行政相談委員の相談所　開設

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
６　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

　

fukushi@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

身近なトラブルでお困りの方へ
～民事調停で円満な解決を～

　身近なトラブル（商品代金の未払い、事故の修理
代等）が発生した場合、それを解決するために、次
のような手続きがあります。
　裁判所には、裁判のほかに、裁判官や調停委員の
立会いのもと、話し合いによって、トラブルを円
満に解決する「民事調停」という手続きがあります。
民事調停は、裁判のように厳格な手続きではなく、
柔軟な手続きのもと、時間や費用をかけずに、トラ
ブルを円満に解決することを目的としています。

問い合わせ先
 広島地方裁判所　☎（082）228-0421㈹

緊 急 連 絡 票
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■
相
談
内
容

　

高
齢
の
父
親
は
、
パ
ソ
コ
ン
に

不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
て
も
、
す

べ
て
無
視
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
、

「
１
，
２
０
０
万
円
あ
げ
る
」と
い
う

メ
ー
ル
に
目
が
と
ま
っ
た
。
信
じ
込

ん
で
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

代
と
し
て
、
２
０
０
万
円
も
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
。
詐
欺
で
は
な
い
か
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

○
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
で
は
、
メ
ー

ル
交
換
を
す
る
た
め
に
ポ
イ
ン
ト

を
購
入
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
サ
イ
ト
内
で
メ
ー
ル
を
行

う
仕
組
み
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
相

手
は
、「
お
金
を
渡
す
た
め
」な
ど

様
々
な
口
実
で
メ
ー
ル
を
続
け
る

よ
う
促
す
の
で
、
気
づ
い
た
と
き

に
は
多
額
の
費
用
を
つ
ぎ
込
ん
で

し
ま
い
が
ち
で
す
。

○
メ
ー
ル
相
手
が
出
会
い
系
サ
イ
ト

の「
サ
ク
ラ
」
で
あ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
証
明
す
る
の
は
難

し
く
、
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困

難
で
す
。
う
ま
い
話
に
は
注
意
し
、

ネ
ッ
ト
上
の
見
知
ら
ぬ
相
手
を
簡
単

に
信
用
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
心
配
な
と
き
は
、消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
〉

　
市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
や
心
配
な
と
き

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
相
談
日
時�

毎
週　
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
の
９
時
～
16
時

※ 

市
で
は
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
消
費
者
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

や
団
体
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

 

市
民
生
活
課
総
合
相
談
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

障害者巡回相談
相 談 員
　三次市障害者支援
　センター相談員
� ほか
相談時間
　10時～ 12時

と　き ところ
３月 5日㈪ 作木支所
３月 6日㈫ 布野保健福祉センター
３月 8日㈭ みわ保健センター
３月 9日㈮ 吉舎保健センター
３月12日㈪ 君田保健センター
３月13日㈫ 甲奴老人福祉センター
３月15日㈭ みらさか福祉センター

ピア・カウンセリング
統合失調症・うつ病・脊髄損傷・視覚障害・聴覚障害・歩
行障害・脳血管障害の方々がカウンセリングに応じます。
カウンセリング時間：13時30分～15時30分※要予約（３日前まで）

と　き ところ
３月 3日㈯ 三次市福祉保健セン

ター２階活動交流室３月17日㈯

「きこえ」に困っている人のための相談会
相 談 員 　伊

だ
達
て
元
げん
一
いち
郎
ろう
（聴覚障害者）

相談時間　９時～ 12時� ※要約筆記あり

と　き ところ

３月10日㈯ 三次市福祉保健セ
ンター１階相談室

知的障害者の相談会
相 談 員 　新

しん
元
もと
史
ふみ
子
こ
（知的障害者相談員）

相談時間　10時～ 12時��※要予約
連 絡 先　☎090-2297-4546（新元）

と　き ところ

３月17日㈯ 三次市福祉保健
センター

　障害者（身体・知的・精神）の生活や就労、ご家族の悩みなど
障害者相談会開催のお知らせ

の相談に、障
害者支援セン
ター相談員な
どが応じます。
お気軽にご相
談ください。

　統合失調症の方のご家族を対象
に、病気や対応の仕方などを学習
します。日ごろの悩みや思いをお
互いに語り合ってみませんか。
と　き　３月８日㈭11時～ 15時
対　象　�統合失調症の方のご家族

のみ
内　容　�「ともえ三次工房（畠敷

町）」＆「あらくさ（甲奴
町）」見学と「夢工房ねむ
の木」でランチ

　　　　※�11時までに三次市福祉保健
センター１階にお集まりく
ださい。

申込方法　�３月１日㈭までに電話で
お申し込みください。

申し込み・問い合わせ先
　三次市障害者支援センター
� ☎（0824）65-1131
� （0824）63-1132

統合失調症の方の
家族学習会 開催

問い合わせ先　三次市障害者支援センター
 ☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132
 support@p1.pionet.ne.jp
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消
費
者
の
味
方

高
齢
者
も
被
害
！
出
会
い
系
サ
イ
ト

の「
お
金
を
あ
げ
る
」は
ウ
ソ
⁉



問い合わせ先
　三次市立図書館
☎（0824）62-2639

きょうの料理キッズ

保存版！子どもが
よろこぶ100レシピ

とりを　よぼう！

出版社／ NHK 出版

出版社／ひさかたチャイルド

　
も
り
も
り
食
べ
て
、
大
き
く
、
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
。
親
な
ら
、
だ
れ
し
も
願

う
こ
と
で
す
ね
。

　

こ
の
本
は
、
子
ど
も
が
大
好
き
な
メ

ニ
ュ
ー
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
、
さ
ら

に
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
作
ら
れ
る
な
ど
、

１
０
０
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
お
い
し
そ

う
で
す
よ
。
親
子
の

楽
し
い
会
話
が
台
所

か
ら
は
じ
け
て
き
そ

う
な
一
冊
で
す
。
ぜ

ひ
、
手
に
と
っ
て
見

て
く
だ
さ
い
。

　
木
の
実
な
ど
の
食
べ
物
が
少
な
く
な
る
冬
こ
そ

鳥
を
呼
ぶ
の
に
適
し
た
時
期
。
ど
ん
な
え
さ
を
用

意
す
る
と
、
ど
ん
な
鳥
が
集
ま
っ
て
来
る
か
写
真

で
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
か
わ
い
い
小
鳥
が
え
さ
を
食
べ
に
来
て
く
れ
た

ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

え
さ
台
の
作
り
方
な
ど
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
を
呼
び
よ
せ
、
観
察
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

※日程が変更になる場合があります。

行 事 名 日 時 対 象
三次市立図書館　　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861

※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。
このほんだいすき
ぷーさんの会 ３月３日（土）　10：30〜 幼児から

ぐるんぱ ３月14日（水）　10：30〜 乳幼児から

たんぽぽ ３月17日（土）　14：00〜 幼児から

君田図書館　　☎・ （0824）53-7050

ばんびのお話し広場 ３月24日（土）　13：30〜 幼児から

布野図書館　　☎（0824）54-2111　 （0824）54-2429

絵本の会「空色のたね」 ３月17日（土）　10：30〜 幼児から

絵本の会「空色のたね」 ３月22日（木）　10：00〜 幼児から

作木図書館　　☎（0824）55-2115　 （0824）55-7010

絵本の会「どんぐり」 ３月13日（火）　15：30〜 幼児から

吉舎図書館　　☎・ （0824）43-4513

おはなし広場 ３月14日（水）　10：30〜 幼児から

三良坂図書館　　☎・ （0824）44-4506

おはなし会 ３月13日（火）　10：30〜 幼児から

三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740

読書会 ３月１日（木）　10：00〜 一般

絵本の広場 ３月18日（日）　14：00〜 幼児から
おひざにだっこの
おはなしタイム ３月28日（水）　10：30〜 乳幼児から

甲奴図書館　☎（0847）67-3532　 （0847）67-3538
「へびくんのおさんぽ」の
お話し会 ３月17日（土）　14：00〜 幼児から

新 着 情 報

●「第11回�図書館へ行こう」開催！
　市内で読み語りをしているグループが大集合！読み語りや
手遊び、紙芝居など、楽しい時間を過ごしませんか。
と　き　３月11日（日）13時〜　
ところ　三次市福祉保健センター　４階ふれあいホール
対　象　幼児から（参加費無料）
※�「おはなしパスポート」をお持ちの方は、当日お持ちください。

●「古本リサイクル市」も同日開催！
　図書館で不要になった本や皆さんから寄せられた本を、無料で持ち帰ることができます。また、
家庭で不要になった本を随時受け付けています。読まなくなった本の再活用にご協力ください。
と　き　3月11日（日）10時〜　　ところ　三次市福祉保健センター　１階ロビー
※持ち帰り用の袋をご持参ください　※汚損のある本の持ち込みはご遠慮ください。

三次市立
図書館

図 書 館
ニュース
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図 書 館 へ 行 こ う ! 3月



申し込み・問い合わせ先　奥田元宋・小由女美術館
� ☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012　 info@genso-sayume.jp

奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんの
ご協力によって運営されています。ボランティアスタッフ募集！

受付・監視グループ、環境美化グループ、ガイドグループ、広報グループ、事務・イベントグループ、呈茶グループ
自分に合った活動でボランティアができます。美術館では、ボランティアでご協力いただける方を募集しています！

観覧料が一部変更になります
　これまで未就学児を同伴する保護者は１名無料として
いましたが、平成24年４月から未就学児を同伴した場合
も保護者は有料となります。なお、未就学児はこれまで
どおり無料です。
※�「生誕100年記念写真展　土門拳の昭和」会期中（〜４月
１日まで）は、変更前の入館料でご覧いただけます。

　日本史における大きな激動期のひとつ「昭和」の姿を
写真に収め、それを観る人々へ多大な啓発を促した報
道写真家・土門拳（1909～ 90／山形県酒田市出身）。
彼は社会を非演出に捉える徹底したリアリズム写真を
追及しつつ、写真は撮影者の個性に拠る芸術であるこ
とを主張しました。強いメッセージ性を持つ彼の写真
論は当時のアマチュア写真家たちを鼓舞し、その後の
日本写真界を大きく変えることになります。
　当館初の写真展である本展覧会では、土門の写真芸
術に加えて昭和史の重要場面に触れるという、幅広い
文化を体感できる機会となります。

　本展会期中に特設展示として、
三次市内の昭和の時事・群像を捉
えた写真の数々をエントランス
ギャラリー等で展示します。
（こちらは無料で鑑賞できます。）

と　　き　 ２月23日㈭～ 4月１日㈰
※�３月14日（水）休館

開館時間　９時30分〜 17時※�３月８日㈭は21時まで開館
観 覧 料� �一般：1,000（900）円、ペアチケット：1,800円、

高校・大学・専門学校生：500（400）円、中学生以下：無料
※常設展料金を含む　※�（　）内は20名以上の団体および前売り　
※ペアチケットは一般男女のペアが対象　
※未就学児を同伴する保護者は１名無料　
※�身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は観覧料無料

特　別　展

生誕100年記念写真展 土
ど

門
も ん

拳
け ん

の昭和

《愛光保育所のこどもたち》昭和45年
※写真提供：三次市

《しんこ細工 東京・浅草雷門》昭和29年
※写真提供：土門拳記念館

《るみえちゃんとさゆりちゃん》昭和34年　※写真提供：土門拳記念館

と　　き　３月８日㈭ 14時〜・19時〜
出　　演　ピアノデュオ セセディーユ（青

あお

山
やま

佳
よし

子
こ

・富
とみ

永
なが

やよい）
演奏曲目　「ドビュッシー 小組曲」　ほか

満月ロビーコンサート
 「ピアノの風景画～ピアノ連弾による景色～」
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奥 田 元 宋 ・ 小 由 女 美 術 館 ARTTIMES企画展情報



三次観光イメージキャラクター
『きりこちゃん』

問い合わせ先　ジミー・カーターシビックセンター
� ☎（0847）67-3535　 （0847）67-3538

　沖縄出身のハートフルシンガーの大
おお

城
しろ

友
とも

弥
や

さん
は、沖縄県内のテレビ、ラジオなどで活躍中。平成
19 年に「24 時間テレビ　愛は地球を救う」に出演。
平成 20 年には東京日比谷野外音楽堂で行われた、
南こうせつさんの「グリーンパラダイス」コンサー
トにゲスト出演するなど、沖縄だけでなく幅広く活
躍されています。
　沖縄ミュージックを、ぜひお楽しみください。

と　　き　３月17日㈯ 開演17時（開場16時30分）

と こ ろ　ジミー・カーターシビックセンター
入 場 料 　大人：1,500円　こども：500円

　　　　 ※「こどもチケット」は高校生以下（未就学児以上の着席は有料）

チケット販売日　２月１日㈬ 10時～

チ ケット取り扱い　 ジミー・カーターシビックセンター、サングリーン、ローソンチケット、 
甲奴支所、吉舎支所、三良坂支所、三和支所

大城友弥ハートフル
� コンサートin こうぬ

　設立 20 周年を迎え、記
念事業を開催します。会員
の方はもとより、ご家族・
ご友人などお誘いあわせの
うえ、ぜひご来場ください。

　みわ文化センターホール等運営協議会では、「神
楽共演大会 in みわ」を開催します。出演団体は、

「塩
しお

瀬
せ

神楽団」「原
はら

田
だ

神楽団」「中
なか

川
かわ

戸
ど

神楽団」の３
団体で、２演目ずつ上演されます。豪華絢爛、迫力
満点の舞をお楽しみください。

おかげさまで20周年
三次市シルバー人材センター
設立20周年記念事業
～市民の皆さまとともに感謝のつどい～

問い合わせ先
　公益社団法人　三次市シルバー人材センター
　☎（0824）62-7800　 （0824）62-7036

と　き　３月３日㈯ 11時～ 14時

ところ　 十日市コミュニティセンター
内　容　 記念式典、会員によるアトラクション、ガンバ

ルーン体操（参加自由）、物産販売、バザー（山

の芋コロッケ、うどん、カレー、ポップコーン、

綿菓子など）、東日本大震災復興支援 気仙沼物

産市コーナー

神楽共演大会inみわ

問い合わせ先　三和町自治連合会
� ☎（0824）52-7086

と　き　３月４日㈰　開演12時（開場11時）
　　　　※整理券配布９時～
ところ　みわ文化センター
入場料　 前売券 一般2,000円 小学生以下1,000円
　　　　当日券 一般2,500円 小学生以下1,500円
　※ 前売券完売の場合は、当日券はありませんので、お早めにお

買い求めください。
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みんなあつまれ～！
おはなしワンダーランド2012
さいとうしのぶ�in�みよし

第10回
若い芽のコンサート

と　き　３月25日㈰
第１部   10時～ 11時30分
第２部   13時～ 14時30分

ところ　十日市コミュニティセンター
内　容
第１部  「あっちゃんあがつく」

の絵本づくり
親子や家族、あるいはひとりでも楽
しいオリジナルの絵本が作れます。

（材料費：500円）

第２部  「 おはなし会のタネ！ネタ？
～おはなし会を楽しくするアイディア～」
さいとうしのぶさんの手づくり小道具
等も紹介します。

主　催　三次おはなしボランティアネットワーク

と　き　３月18日㈰� 開演13時30分（開場13時）
ところ　三次市文化会館
ゲスト　ヴァイオリン 豊

とよ

原
はら

 愛
あい

、ピアノ 高
たか

橋
はし

 真
ま

弓
ゆみ

入場料　700円（当日券あり）
チ ケット販売所　三次市文化会館、CCプラザ、 

サングリーン、ジョイフル、三次音楽家協会

と　　き　３月11日㈰まで
特　　典　 協賛店３カ所のスタンプを集めて応募さ

れた方の中から、抽選で100名様に三次
の特産品をプレゼントします。

応募締切　３月12日㈪※当日消印有効
　　　　　※ 協賛店舗は、市ホームページまたは市観光

ポータルサイト「ミヨシ☆タウンナビ」をご
覧ください。

台紙は、市役所・各支所、協賛店の店頭等で配布しています。

問い合わせ先　三次市立図書館
　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861
　 miyoshi-lib@m-city.jp

問い合わせ先　三次音楽家協会
 ☎・ （0824）62-6338

問い合わせ先　三良坂平和美術館
 ☎・ （0824）44-3214

　食を通じて三次をＰＲするため、ご協賛をいただ
いた飲食店を巡る「おいしい三次グルメスタンプラ
リー」を開催しています。今年は「みよしう米

まい

もん
めぐり」と題し、三次産の米や米粉を使用したメ
ニューを 25 店舗で提供して
いただいています。丼物から
スイーツまで、バラエティ豊
かな「う米

まい

もん」を味わって
三次の冬を満喫しましょう！

おいしい三次グルメスタンプラリー
「みよしう米

まい

もんめぐり」開催中！

問 い合わせ先　三次市観光キャンペーン
実行委員会（事務局：商工観光課内）

　☎（0824）64-0066　 （0824）64-0172

　各種音楽コンサート上位入
賞者や音楽を学んでいる学生
など、「未来の若き音楽家た
ち」のコンサートです。声楽
ピアノ、ホルンなどの演奏を
お楽しみください。

所蔵作品展
みらさかコレクション

と　　き　２月18日㈯～３月11日㈰
と こ ろ　三良坂平和美術館
開館時間　９時～ 17時
入  館 料　一般400円（300円）、

65歳以上300円（200円）、 
高校生200円（100円）
※ 中学生以下、障害者手帳などをお持ちの方および介助者は無料

　 ※（　）は20人以上団体１人あたり料金

田
た

中
なか

恵
けい

子
こ

と仲間たちパンフラワー
「春の訪れ」
　　�作品展

問い合わせ先　はらみちを美術館
　☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119

花笑い　鳥歌う春。
もうすぐそこまで春が来ています。

と　　き　３月１日㈭～ 31日㈯
と こ ろ　はらみちを美術館
開館時間　９時～ 17時　　入館料　無料
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た
だ
い
ま 

募
集
中

広告

　
④「
三
次
市
小
中
一
貫
教
育
基
本
構
想
」（
案
）

●
応
募
期
間
（
予
定
）

　
①
②
２
月
17
日（
金
）～
３
月
７
日（
水
）

　
③
④
２
月
17
日（
金
）～
３
月
２
日（
金
）

●
関
係
資
料
閲
覧
方
法

　
関
係
資
料
は
市
役
所
本
庁
・
各
支
所

の
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
①
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課

 

介
護
保
険
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－
６
３
８
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
１

　
②
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課

 

障
害
者
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

２
０
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

　
③
④
教
育
委
員
会
教
育
企
画
課

 
教
育
企
画
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
２

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６
７

　
三
次
市
内
に
は
、
県

内
の
約
３
分
の
１
と
い

う
膨
大
な
古
墳
や
遺
跡

が
存
在
し
て
お
り
、
そ

の
中
に
は
国
や
県
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

●
募
集
種
目　
予
備
自
衛
官
補

※�「
予
備
自
衛
官
補
」は
、
一
般
社
会
人
や
学
生
等

の
方
を
採
用
し
教
育
訓
練
終
了
後
、
予
備
自
衛

官
と
し
て
任
用
す
る
制
度

●
応
募
資
格

一 

般　
18
歳
以
上
～
34
歳
未
満

�

（
平
成
24
年
7
月
1
日
現
在
）

技 

能　
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る

方
で
、
18
歳
以
上
～
53
歳
未
満
の
方

※�「
技
能
」は
、
衛
生
、
語
学
、
整
備
、
情
報
処
理
、

通
信
、
電
気
、
建
設
の
技
術

※�

医
師（
経
験
年
数
12
年
未
満
）、
薬
剤
師（
経
験

年
数
16
年
未
満
）は
54
歳
未
満
ま
で
、
医
師（
経

験
年
数
12
年
以
上
）、
薬
剤
師（
経
験
年
数
16
年

以
上
）は
55
歳
未
満
ま
で

●
応
募
締
切　
４
月
４
日
（
水
）

●
試
験
期
日　
４
月
13
日
（
金
）
～

　
16
日
（
月
）
の
指
定
さ
れ
た
１
日

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
自
衛
隊
三
次
地
域
事
務
所

　
☎
・
（
０
８
２
４
）６
２

－

０
３
５
０

　
次
の
計
画
等
の
原
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
計
画
等

　
①�「
三
次
市
第
６
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」（
案
）

　
②�「
第
３
期
三
次
市
障
害
福
祉
計
画
」（
案
）

　
③「（
仮
称
）み
よ
し
教
育
ビ
シ
ョ
ン
」（
案
）

も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
３
遺

跡
に
つ
い
て
、
過
去
の
発
掘
調
査
成
果

な
ど
か
ら
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
再
確

認
し
て
い
く
と
と
も
に
、
三
次
地
方
史

研
究
会
員
の
最
近
の
調
査
に
よ
る
研
究

な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

●
と　
き　
３
月
10
日
（
土
）

�

13
時
30
分
～

●
と
こ
ろ　
十
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内　
容

①�

三
次
盆
地
の
弥
生
大
墳
墓
群

－

史
跡

「
花
園
遺
跡
」に
つ
い
て

－

②�

邪
馬
台
国
時
代
の
三
次
の
王
墓

－

史

跡「
矢
谷
古
墳
」（
弥
生
墳
丘
墓
）
に

つ
い
て

－

③�

三
次
盆
地
の
古
式
前
方
後
円
墳

－

県

史
跡「
若
宮
古
墳
」
の
測
量
調
査
報

告

－

④�

三
吉
氏
の
居
城

－

比
叡
尾
山
城
の
構

造

－

⑤�「
笠
塔
婆
型
墓
石
」
に
つ
い
て

－

三

次
市
内
の
近
世
墓
石
調
査
か
ら

－

⑥�

活
か
し
て
守
る
身
近
な
文
化
財

－

登

録
有
形
文
化
財
と「
照
林
坊
」－

●
参
加
費　
無
料
（
申
込
不
要
）

●
主　
催　
三
次
市
教
育
委
員
会
・

　
　
　
　
　
三
次
地
方
史
研
究
会

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
９
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

　

shakai@city.miyoshi.hiroshima.jp

自
衛
官
募
集

第
２
回
三
次
の
歴
史
を
探
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
行
い
ま
す

史跡 「矢谷古墳」
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た
だ
い
ま 

募
集
中

広告

　市では、市税・国保税の滞納処分により差
押えた不動産を公売します。
　公売物件は表のとおりで、公売期日は平成
24年３月９日（金）10時です。
　また、物件説明会を２月17日（金）10時か
ら市役所東館２階会議室で行います。
　詳しくは、市ホームページをご覧いただく
か、お問い合わせください。
� （注）この公売は、予告なく中止する場合があります。

不動産公売を行います

※農地につき「買受適格証明書」の提出を要します。
※�農地法第５条の規定による農地以外の目的での利用が可能です。買受適格証明については、農業委員会事務局（☎0824-62-6193）にお問い合わせください。

問い合わせ先　財務部収納課収納係
 ☎（0824）62-6140　 （0824）62-6352　 shunou@city.miyoshi.hiroshima.jp

番号 場　所 番　地 地目 地積 見積価額

物件第１ 三次市十日市西一丁目 1993番1
1998番1

田
畑

215㎡
600㎡ 3,930,000円

物件第１ 物件第１

職業訓練センター　一般職業訓練講座 ※時間は変更になる場合があります

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

自分で出来るデジカメ写真コース :
応用編 ３/ ６～３/ ９ 火～金 13:00 ～ 16:00 10 8,000 円（テキスト代別）

10,000 円（テキスト代別）

フォトショップ画像加工講座 ３/26 ～３/30 月～金 13:00 ～ 16:00 10 10,000 円（テキスト代別）
12,000 円（テキスト代別）

シニアゆっくりパソコン教室 ３/12～３/23 月・水・金 13:00 ～ 16:00 10 10,000 円（テキスト代別）
12,000 円（テキスト代別）

監督者訓練
第４科（安全作業のやり方） ３/15・３/16 木・金 9:00 ～ 16:00 15 15,000 円（昼食費込）

18,000 円（昼食費込）

訓
練
講
座
等・案
内

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

☎
・
（
０
８
２
４
）６
２

－
８
５
０
０

info@
nhvtc.ac.jp

http://www.nhvtc.ac.jp/index.htm
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太陽光発電システム研修生募集！
　当センターに設置予定の太陽光発電システムを活用して、システムのメカニ
ズムを学び、基礎工事、電気施工、機器調整等の実習を行います。
募集定員：10 名　※太陽光発電システム事業に意欲のある方
募集締切：３月７日（水）　※３月 15 日（木）に選考・面接有り
研修期間：３月 26 日（月）～４月 20 日（金）　※修了日変更の可能性あり
受 講 料：無料　
 ※研修修了後、太陽光発電システム関係会社への就職につながる可能性があります。



主　な　行　事 S c h e d u l e3月
みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
3日㈯・4日㈰ 広島北シニア中学生野球リーグ戦
11日㈰ 高野連北部地区審判講習会
17日㈯ 三次地区２種サッカートレセン
17日㈯・18日㈰ 三次市長杯少年サッカー大会
18日㈰ 日本整形外科学会中国四国地区軟式野球大会
24日㈯ 三次地区３種サッカートレセン
24日㈯・25日㈰・
31日㈯ 春季広島県高校野球大会北部地区予選

28日㈬～30日㈮ 西日本サッカーフェスティバル

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370
　http://www.mizuno.co.jp/school/facility/shisetsu_17/
1日㈭ ミズノ・スポーツ塾
3日㈯・10日㈯ ソフトテニス広島県少年女子強化練習

4日㈰ 第67回三次市小学生バレーボール交歓大会
8日㈭ 第12回ミズノ杯グラウンドゴルフ大会

10日㈯ エンジョイ！フットサルリーグ2011第７節
ナンポde健康クラブ

11日㈰ 第35回北部家庭婦人バレーボール連盟大会
第26回メタルファイト！ベイブレード大会

13日㈫ 第42回ミズノ杯パークゴルフ大会
15日㈭ ミズノ・スポーツ塾

17日㈯～19日㈪ 広島県体育協会主催次期国体候補選手等強化育成
事業ソフトテニス競技少年女子中高合同合宿

18日㈰ 全国健康生活普及会広島県支部会議
アウトドアきっず倶楽部

20日（火・祝） ミズノ・ビクトリークリニック（卓球）
23日㈮ 三次市パークゴルフ協会月例会
24日㈯ エンジョイ！フットサルリーグ2011第8節

25日㈰ 三次チャレンジカップ’12　６人制バレーボール大会（男子女子の部）
平成23年度ベイブレードチャンピオン大会

申し込み・問い合わせ先　広島県立みよし公園（指定管理者ミズノグループ）
 ☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370広島県立みよし公園へ行こう！

トップアスリートを招いて、スポーツの実技指導を行います。
今春は卓球のトップアスリート“井

いの

上
うえ

舞
まい

子
こ

さん”による実技指導！
　成長期のお子さんに楽しく元気に運動をしてもらうため、鉄棒・
とび箱・マット・その他様々な運動を取り入れ毎月開催中！

と　 き 　 ３月20日（火・祝）
　　　　　午前の部（硬式クラス）：10時～ 11時30分
　　　　　午後の部（ラージボールの部）：13時～ 14時30分
対　 象 　 硬式クラス：中学生以上の方

　　　　　ラージボールの部：ラージボールをされる方
定 員 　硬式クラス：50名

　　　　　ラージボールの部：30名
参加費 　 300円/人 ※�定員に達し次第、締め切りとなります。

と　 き 　 ①３月８日（木）　②３月15日（木）
　　　　　幼児：17時～ 18時　小学生：18時～ 19時
ところ 　 カルチャーセンター内アリーナ
対　 象 　幼児（年中・年長）　小学生（１～３年生）
定 員 　 ①・②各10名　※どちらか１日でも両日でもOK ！
参加費 　 800円／回
持参物 　 運動のできる服装、屋内シューズ、タオル、水分補給

用ドリンク

0120-307-344お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

携帯電話から
（0824）65-2211

無料三次市後援
受講料

締切日：開催日の5日前 定員：各10人
パソコン教室を次の通り開催します。受講料は 無料 です。
※申込期日前でも募集定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。

十日市会場…㈱三次ケーブルビジョン　　作木会場…文化センターさくぎ　　吉舎会場…吉舎生涯学習センター

春の歴史街道
 ～Ｒ54を歩こう～「第23回Ｒ54－ＷＡＬＫ大会」参加者募集！
と　　き　３月25日（日）８時～（小雨決行）
コ ー ス　 十日市親水公園から国道54号を歩いて布野生涯学習センターまで（16km）
集合場所　�十日市親水公園� 参加対象　小学生〜　　
参 加 料　１人500円（傷害保険料等含む）� 申込期限　２月24日（金）
主　　催　R54－WALK大会実行委員会
※�タオル、雨カッパを持参のこと

申し込み・問い合わせ先　地域振興部地域振興課ひとづくり係
 ☎・ （0824）64-2832
 chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

★ミズノVictory Clinic in みよし★ ★ミズノ・スポーツ塾★

★アウトドアきっず倶楽部イベント★ 第33弾アウトドアきっず倶楽部
と　 き 　 ２月26日（日）　12時～ 16時
内 容 　手作りプラネタリウム　　 対　 象 　 小学生
参加費 　1,000円/人

　自然と触れあいながら楽しく遊んで学べる倶楽部です。クラフト
教室や公園内での大冒険、時には公園を飛び出すなどして野外活動
を中心に毎月開催中！

きっずたち大集合！
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大好き
スポーツ

大好き
スポーツ

inin MIYOSHIMIYOSHI
大好き

in

ピオネットパソコン教室のお知らせ

２　
月

作木会場
ネット実践コース
21日㈫〜 24日㈮ 14：00〜 16：00

吉舎会場
デジカメコース
27日㈪〜３月１日㈭ 14：00〜 16：00

３　
月

十日市会場
初心者コース
５日㈪〜８日㈭ 10：00〜 12：00

十日市会場
エクセル入門コース
26日㈪〜 29日㈭ 14：00〜 16：00



※ はらみちを美術館、喫茶21番館、コテージ四季の家、おはよう市は、 
通常通り営業します。

※ リニューアル工事の詳細は、「広報みよし」3月号でお知らせします。

問い合わせ先　君田温泉森の泉　☎（0824）53-7021

　リニューアル工事のため、2月13日㈪～ 3月14日
㈬まで休館します。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をよろしく
お願いします。

第24回江の川親水マラソン参加者募集！
と　　き　４月８日（日）９時30分～※雨天決行
と こ ろ　 十日市河川敷（親水公園）グラウンド発着コース
種　　目　�4.2㎞コース　10.5㎞コース
参 加 料　幼児：無料　小・中学生：1,000円　一般：2,000円
申込締切　２月29日（水）※当日消印有効
※�三次商工会議所、ＣＣプラザ、サングリーン、各金融機関などに備え付けの申
込用紙でお申し込みください。

申 し込み・問い合わせ先　江の川親水マラソン実行委員会
　　　　　　　　　　　（三次商工会議所内）　 ☎（0824）62-3125

「君田温泉 森の泉」
臨時休館のお知らせ
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●主な行事
奥田元宋・小由女美術館 【３月14日（水）休館】
☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012
２月23日㈭〜
４月１日㈰ 生誕100年記念写真展　土門拳の昭和

３月８日㈭ 開館時間延長日
お月見とロビーコンサートをお楽しみください

はらみちを美術館 【３月21日（水）休館】
☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119
〜２月26日㈰ 漆谷光名 野鳥写真展
３月１日㈭〜
31日㈯ パンフラワー「春の訪れ」作品展

三良坂平和美術館 【月曜休館】
☎・ （0824）44-3214
２月18日㈯〜
３月11日㈰ 所蔵作品展　みらさかコレクション

３月18日㈰〜
４月15日㈰ 安部祐子・新庄加奈二人展　静かな刻 やがて…

３月18日㈰・
25日㈰ オープンカフェ

美術館あーとあい・きさ 【月曜休館】
☎・ （0824）43-2231
２月15日㈬〜
26日㈰ 吉舎町内幼児・児童生徒作品展（高校生）

３月25日㈰〜
４月15日㈰

郷土作家シリーズ④
加川未菜・糀田祐美子油彩画二人展

吉舎歴史民俗資料館 【月曜休館】
☎・ （0824）43-2231
〜３月31日㈯ 「吉舎町の伝説」挿絵展（続編）
三次市文化会館 【２月15日（水）・３月21日（水）休館】
☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337
２月18日㈯ 劇団四季ミュージカル「はだかの王様」

２月26日㈰ 第３回三次市出身歌手による
「新春チャリティー歌謡ショー」

３月14日㈬・
15日㈭ 市・県民税申告相談受付

３月18日㈰ 第10回若い芽のコンサート
３月20日（火・祝） 第31回三次高等学校吹奏楽部定期演奏会
３月25日㈰ 国際ソロプチミスト三次　チャリティー映画会
広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
☎（0824）66-2881　 （0824）66-3106

〜３月25日㈰ 新春速報展
「新春を寿ぐ！比婆荒神神楽 大神楽写真展」

〜３月25日㈰ 歴史民俗展示「春を待つ　三次人形とひな人形」

〜３月25日㈰
冬の展示会
「お宝拝見！広島の学校所蔵の文化財 
� ー大学編［広島大学］ー」

２月18日㈯ ふどきの丘体験教室
「こふんの森たんけん２　野鳥かんさつ」

２月25日㈯ 備北地域発掘調査報告会Ⅴ
ハイライト①集落と古墳

３月３日㈯ 文化財講座「大学と文化財」
３月11日㈰ 歴風トーク「幕末の芸備」

人口総数……………………… 57,475人（－24人）
男……………………………… 27,132人（－12人）
女……………………………… 30,343人（－12人）
世帯総数………………… 23,850世帯（－ 9世帯）

２月１日現在　（　）は対前月比
※外国人登録を含む人口の動き

降水量………………………………………73.0㎜
平均気温…………………………………… 1.3℃
最高気温………………………… 10.3℃（22日）
最低気温…………………-4.9℃（25日・26日）

気　象　庁〈三次地点〉
気象統計資料による１月の気象

月間有効求職者数……………………… 1,074人
月間有効求人数………………………… 1,339人
月間有効求人倍率…………………………1.25倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

求人・求職状況 12月分 ハローワーク三次

交通事故が多発しています。安全運転を心がけましょう。！

警戒日………………………… ３月20日（火・祝）
北部ブロック警戒日………… ３月20日（火・祝）
路線別注意日（Ｒ54）�………………３月10日㈯
県下一斉警戒日………………………３月12日㈪

交通事故多発予報 3月
交通事故発生の

可能性がもっとも高い日
警戒日

納税相談はいつでも気軽にご相談ください。

本庁東館前 0.084 吉舎支所前 0.102
君田支所前 0.120 三良坂支所前 0.120
布野支所前 0.104 三和支所前 0.106
作木支所前 0.110 甲奴支所前 0.132

１月25日（水）
地上１メートルの高さで簡易測定１月の放射線量

※�「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

単位 マイクロシーベルト毎時

納期限は
２月29日（水曜日）です２月の納税

総合窓口センター保険年金課保険年金係�☎（0824）62-6134
▶後期高齢者医療保険料（普通徴収８期）

福祉保健部高齢者福祉課介護保険係�☎（0824）62-6387
▶介護保険料（普通徴収９期）

【納付方法について】
財務部収納課収納係� ☎（0824）62-6127

【課税内容について】
財務部課税課市民税係� ☎（0824）62-6122

▶国民健康保険税（普通徴収８期）
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〒728-8501 広島県三次市十日市中二丁目8番1号
☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223

 hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp
三次市ホームページ　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/

携帯電話でも三次市の情報を提供しています。
ＱＲコードをバーコード読み取り機能付携帯電話で読み取ってください。

三次市携帯電話サイト　
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/i/
※ 一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない場合があ

ります。あらかじめご了承ください。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

Cafe&Restaurant
Canoe

375

375 熊見トンネル

川根トンネル

門田
トンネル

香淀駅

郵便局

　

昨
年
４
月
13
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「C

afe &
 

R
estaurant C

anoe

（
カ
ノ
エ
）」は
、
市
内
か
ら
島
根

県
大
田
市
へ
と
向
か
う
国
道
３
７
５
号
沿
い
に
位
置

し
、
年
間
を
通
し
て
カ
ヌ
ー
や
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
が
楽

し
め
る
体
験
・
交
流
施
設
と
し
て
人
気
の
「
江
の
川
カ

ヌ
ー
公
園
さ
く
ぎ
」
内
に
あ
り
ま
す
。
明
る
く
開
放
的

な
店
内
に
は
、
14
席
の
テ
ラ
ス
席
を
含
め
て
全
45
席
を

備
え
、
江
の
川
の
雄
大
な
流
れ
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
ヤ
マ
メ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
江

の
川
の
天
然
ア
ユ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
は
じ
め
、
川

魚
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
と
い
う
方
に
も
、
週
替
わ
り
の
ラ

ン
チ
や
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
キ
ッ
ズ
ラ
ン
チ
、
カ

レ
ー
・
オ
ム
ラ
イ
ス
な
ど
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、
な
ん
と
小
鉢
料
理
や
プ
チ
ケ
ー

キ
が
食
べ
放
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
い
女

性
に
人
気
の
パ
ス
タ
、
ス
ウ
ィ
ー
ツ
や
各
種
ド
リ
ン
ク

類
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
使
用
さ
れ
て
い

る
お
米
は
す
べ
て
三
次
産
。
そ
の
他
の
食
材
も
、
積
極

的
に
地
元
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
然
ア
ユ
の
一
夜
干
し
と
地
元
野
菜
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
冬
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
「
川
鍋（
要
予
約
、

４
人
前
～
）」は
、
コ
テ
ー
ジ「
江
の
川
い
ろ
り
庵
」で
、

囲
炉
裏
を
囲
み
な
が
ら
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
料
理
、
パ
ー
テ
ィ
ー
・
宴
会
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

オ
ー
ド
ブ
ル
や
弁
当
ま
で
、
何
で
も
お
客
様
の
ご
相
談

に
応
じ
て
い
き
た
い
と
い
う
地
元
出
身
の
シ
ェ
フ
。
作

木
の
食
材
を
活
か
し
た
四
季
折
々
の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発

に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
な

お
店
で
す
。

【地産地消の店認定基準】 
□年間を通じて三次産の米を５割以上使用。
□三次産農産物を５割以上使用した献立を、
年間を通して１品以上提供。

□食材仕入れ金額の５割以上が三次産の農産物。
□今後も三次産農産物を積極的に使用する意

欲がある。

スタッフのみなさん

おすすめメニュー� 山女魚（ヤマメ）のカルパッチョ（850円）※要予約
　地元の養殖場で育った新鮮なヤマメを丸ごと一匹使用し、バージンオイルと塩・
コショウ、そして、シェフ特製のカルパッチョソースで仕上げるシンプルな味付
けとなっています。みずみずしい真っ赤なトマトと、敷地内で栽培されている香
り豊かなハーブなどがトッピングされ、見た目も美しい一品です。白ワインや地
元の酒米で造られた清酒「わかたの酒」との相性も抜群です。

サケ科の美しい淡水魚「ヤマメ」。
作木の豊かな自然がもたらす清ら
かで冷たい清流の水で養殖され
た、比較的大きめのヤマメを使用
しています。その味は、くせがな
く上品で、独特の甘みがあるの
が特徴です。

「渓流の女王」ヤマメ

三次市作木町香淀116（江の川カヌー公園さくぎ内）　☎（0824）55-7057
営業時間　11:00 ～ 17:00　　定 休 日　毎週火曜日

Cafe & Restaurant C
カ ノ エ

anoe

特選食材は

コレ!
４項目のうち
２つ以上あて
はまること

三次産農産物をふんだん
に使った三次市地産地消
認定の店をご紹介します。
「おいしい三次」をどうぞ
召し上がれ。

Vol.
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